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福を招く
豊科成相区・福俵曳き（1 月 15 日）
市無形民俗文化財指定の「福俵曳き」が１月 15 日、豊
科の成相・新田の両区内で行われました。福俵を納め
る前には「福」を招こうと納め先の関係者と俵の曳き
手の若衆とで熱気あふれる引き合いが行われました。
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平
成
29
年
成
人
式

二
十
歳 

大
人
へ
の
門
出

１クラスごとに恩師との記念撮影
２新成人代表・小倉さんのあいさ
つ　３あいさつをする宮澤市長
４会場前で歓談する皆さん　５記
念品の贈呈　６厳粛な雰囲気の
中、式典が行われた　７将来の進
路などを記した絵馬　８市商工会
からの記念品贈呈　９・10 卒業
アルバムを使ったフォトムービー
11・12 交流会で当時の給食メニ
ューを味わう

市
内
で
１
０
４
１
人
が
新
成
人
に

市
成
人
式
が
１
月
8
日
、
安
曇
野
ス

イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊
科
南
穂
高
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
年
度
、
市
内
で

は
１
０
４
１
人
（
男
性
５
２
２
人
、
女

性
５
１
９
人
）
が
新
成
人
と
な
り
、
式

典
に
は
７
８
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ス
ー
ツ
や
振
袖
姿
の
新
成

人
が
集
ま
り
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会

を
喜
ん
だ
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
宮
澤
市
長
が
、
昨
年
の

選
挙
年
齢
18
歳
以
上
引
き
下
げ
や
、
リ

オ
五
輪
で
25
歳
以
下
の
選
手
が
活
躍
し

た
こ
と
に
触
れ
「
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

安
曇
野
を
愛
し
、
若
い
力
を
十
分
に
発

揮
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、

新
成
人
を
代
表
し
て
穂
高
東
中
出
身
の

小
倉
崚
太
郎
さ
ん
が
「
日
本
は
海
外
と

比
べ
成
人
年
齢
が
20
歳
と
遅
く
、
成
人

の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ふ
る

さ
と
安
曇
野
の
た
め
、
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
、
個
々
の
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
新

成
人
に
は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
中
学

時
代
の
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
の
上
映
の
ほ

か
、わ
さ
び
コ
ロ
ッ
ケ
や
、コ
ッ
ペ
パ
ン
、

瓶
牛
乳
な
ど
中
学
時
代
の
「
給
食
」
の

メ
ニ
ュ
ー
を
再
現
し
た
料
理
が
出
さ
れ
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
懐
か
し
い
味
を

味
わ
い
な
が
ら
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

市
の
成
人
式
で
は
、
成
人
式
実
行
委

員
会
を
設
け
、
新
成
人
自
ら
が
企
画
・

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
18
人
の
委
員
が

8
月
か
ら
3
回
に
わ
た
っ
て
会
議
を
開

き
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
Ｎ
Ｏ
，
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ　

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
～
わ
が
道

を
行
く
～
」。
す
べ
て
完
璧
な
人
間
が
い

な
い
分
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
や
足

り
な
い
部
分
を
埋
め
る
た
め
に
努
力
し

て
い
く
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

会
場
入
り
口
に
は
、
企
画
の
一
つ
と

し
て
新
成
人
が
将
来
の
夢
と
実
現
す
る

た
め
に
自
分
が
努
力
す
る
こ
と
な
ど
を

記
し
た
紙
製
の
絵
馬
が
展
示
さ
れ
。
人

生
の
大
き
な
節
目
に
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

■平成 29 年成人式
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■平成 29 年成人式

二十歳
の思い

浅
あさかわ

川真
ま な え

奈絵さん
（豊科北中卒・諏訪市）

きれいな水や北アルプスなど
自然環境が美しく、地域や人の
つながりのある温かいまちだと
思います。交通に不便な点があ
るので、電車やバスなど公共交
通機関が充実すればさらに住み
よい地域になると思います。

成人式を迎えてふるさと安
曇野への思いや、これから
のまちづくり、今の気持ち
をひと言で表してもらいま
した。

Ｕターン、Ｉターンなどで安曇
野に人を呼び込むことができれば
いいと思います。とても過ごしや
すい場所だと思うので、実際に住
んでいる人の声を発信することで、
住んでみたいと思ってもらえるよ
うに宣伝することが大切だと思い
ます。

宮
みやざわ

澤祐
ゆうすけ

介さん
（豊科北中卒・山梨県）

■成人式を迎えてひと言

若いなりの力
で地域に貢献
していきたい

実行委員

塩
しおはら

原咲
さ や

耶さん
（三郷中卒）

感 謝 を 伝 え、
自分を見つめ
直す機会に

実行委員長

小
お ぐ ら

倉崚
りょうたろう

太郎さん
（穂高東中卒）

二
十
歳
の
今

そ
し
て
こ
れ
か
ら

式
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
実
行
委
員
会（
18
人
）

の
代
表
者
２
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

成 人式は人生に一度しかないと思い、実行
委員長にチャレンジしてみようと思いま

した。最初は、成人式のテーマ（方向性）がな
かなか決まらず、議論が白熱しました。成人式
を成功させるために意欲・責任感のある委員が
集まり、さまざまな意見を聞き、話し合うこと
ができたのは貴重な経験です。式を企画する側
の大変さを知り、行事を主体的に見ることで成
人式を行う意味を考えることができました。

テーマ「NO,PERFECT HUMAN ～我が道
を行く～」には、「成人」イコール「完璧な人
間になる」ということより、成人式という節目
の行事を通じ、家族や周りの人たちへの感謝の
気持ちを伝えたり、自分を見つめ直したりする
機会となればいいという思いを込めました。少
しでも完璧な大人に近づくために新成人それぞ
れが自分にできることや足りない部分を考える
きっかけになればよいと思っています。

安 曇野を離れ、県外に出たことで、北アル
プスや田園などの風景、きれいな水や空

気、おいしいお米や野菜のありがたさに気づき、
たくさんの自然の恵みをもらっていたと感じま
した。安曇野は県外に行っても、名前を知って
いる人が多く、ブランド価値があると思います。
その価値を有効に使い、若い人たちが訪れたく
なる、若者のアイディアが生かされる地域づく
りができるまちになって欲しいです。

私は、現在、音楽大学に進学し、仲間たちと
楽しみながら学んでいます。音楽教師を目指し
ていますが、広い視野で音楽に触れ、大学で学
んだことを地域に還元したいです。安曇野は芸
術文化にも長けているまちだと思います。将来
は安曇野に戻り、地域の活動に積極的に参加し、
若いなりの力で地域に貢献していきたいです。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

若
者
の
「
力
」
を

総
務
省
統
計
局
に
よ
る
と
平
成
29
年

の
全
国
の
新
成
人
は
、
前
年
比
2
万
人

増
の
１
２
３
万
人
。
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
0
・
97
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
、
昨

年
に
は
、
選
挙
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
次
代
を
担
う
若
者

に
は
、
期
待
と
大
人
と
し
て
の
責
任
や

自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
人
式
で
は
、
新
成
人
が
支
え
て
く

れ
た
人
へ
の
感
謝
と
ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
再
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
理
想
の

自
分
を
求
め
努
力
し
て
い
く
決
意
を
表

明
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
中
で
「
若
者
や
女

性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
を

基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
実
現
に
は
、
新
た
な
目
標
を

持
ち
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た

新
成
人
を
は
じ
め
、
若
者
の
持
つ
、
新

し
い
発
想
や
、
積
極
的
で
果
敢
な
行
動

力
が
必
要
で
す
。

安
曇
野
の
明
日
を
担
う
世
代
が
参
加

し
行
動
す
る
こ
と
で
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
従
事

さ
れ
、
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

●
社
会
福
祉
功
労

荒あ
ら
ふ
か深　

た
つ
子こ

さ
ん
（
穂
高
柏
原
）

三み
さ
わ澤　

知と
も
こ子

さ
ん
（
穂
高
）

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
地
域
福
祉
の
増
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

竹た
け
う
ち内　

悦え
つ
こ子

さ
ん
（
穂
高
北
穂
高
）

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
長
年
活

躍
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

濵は
ま　

た
え
子こ

さ
ん
（
三
郷
温
）

保
護
司
と
し
て
長
年
活
躍
さ
れ
、

更
生
保
護
活
動
と
明
る
い
社
会
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
善
行
功
労

Ａ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
．

光ひ
か
りの

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
実
行
委
員
会

（
豊
科
南
穂
高
）

安
曇
野
の
里
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
装
飾
を
行
い
、
市
民
間
の
交
流

促
進
と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ア
ル
プ
ス
花は

な

街か
い
ど
う道

実
行
委
員
会
（
豊

科
）美

し
い
景
観
形
成
を
目
指
し
て
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植
栽
を
通
じ
自

然
と
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
感
謝
状
】

●
統
計
調
査

安あ
ん
ど
う藤　

巳み
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん
（
三
郷
明
盛
）

飯い
い
ぬ
ま沼　

敏と
し
ま
さ正

さ
ん
（
穂
高
北
穂
高
）

伊い
と
う藤　

照て
る
と門

さ
ん
（
穂
高
柏
原
）

大お
お
く
ら倉　

隆た
か
お雄

さ
ん
（
三
郷
小
倉
）

金か
な
も
り森　

孝た
か
お雄

さ
ん
（
穂
高
有
明
）

上か
み
じ
ょ
う

條　

孝た
か
こ子

さ
ん
（
豊
科
）

木き
の
し
た下　

俊と
し
み美

さ
ん
（
堀
金
烏
川
）

小こ
や
ま山　

満ま

ち

え
智
枝
さ
ん
（
明
科
中
川
手
）

曽そ
ね
は
ら

根
原　

寛か
ん
い
ち一

さ
ん
（
穂
高
有
明
）

髙た
か
は
し橋　

由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん
（
堀
金
三
田
）

等と
ど
り
き

々
力　

啓け
い
じ司

さ
ん
（
穂
高
有
明
）

等と
ど
り
き

々
力　

茂し
げ
や
す保

さ
ん
（
豊
科
南
穂
高
）

中な
か
じ
ま嶋　

政ま
さ
ゆ
き行

さ
ん
（
豊
科
高
家
）

中な
か
た田　

郁い
く
お夫

さ
ん
（
三
郷
小
倉
）

野の
も
と本　

矩の
り
お男

さ
ん
（
三
郷
温
）

原は
ら　

美み

ち

よ
智
代
さ
ん
（
豊
科
高
家
）

宮み
や
じ
ま島　

睦む
つ
み

さ
ん
（
穂
高
有
明
）

遊ゆ
う
は
し槗　

洪こ
う
き基

さ
ん
（
豊
科
）

吉よ
し
い井　

佐さ

す

が
壽
賀
さ
ん
（
穂
高
牧
）

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し

て
職
務
に
精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
市
功
労
表
彰
式
と

平
成
29
年
新
年
祝
賀
会
が
１
月
4

日
、
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

（
豊
科
南
穂
高
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
功
労
表
彰
式

功
労
表
彰
式
で
は
46
人・5
団
体
に

宮
澤
市
長
か
ら
表
彰
状・感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
氏
名
は
五
十
音
順
で
掲
載
）

【
表
彰
状
】

●
統
計
功
労

青あ
お
や
ぎ栁　

勇い
さ
む

さ
ん
（
穂
高
）

秋あ
き
や
ま山　

惠え

み

こ
美
子
さ
ん
（
穂
高
）

臼う
す
い井　

健け
ん
じ二

さ
ん
（
穂
高
）

勝か
つ
か
わ川　

祐ゆ
き
し
げ

喜
重
さ
ん
（
穂
高
）

神か
み
や谷　

富と
み
こ子

さ
ん
（
穂
高
）

髙た
か
ぎ木　

恒つ
ね
お男

さ
ん
（
三
郷
小
倉
）

中な
か
た田　

正ま
さ
し志

さ
ん
（
三
郷
小
倉
）

畠は
た
け
や
ま

山　

津つ

づ

き
豆
喜
さ
ん
（
穂
高
有
明
）

原は
ら
ぐ
ち口　

武た
け
お男

さ
ん
（
明
科
東
川
手
）

松ま
つ
ば
ら原　

春は
る
こ子

さ
ん
（
豊
科
南
穂
高
）

真ま
み
ね峯　

嗣よ
つ
ぎ

さ
ん
（
堀
金
三
田
）

山や
ま
う
ら浦　

美み

え

こ
惠
子
さ
ん
（
豊
科
高
家
）

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し

●
善
行
団
体

ア
ル
プ
ス
の
麓ふ

も
と

・
れ
ん
げ
の
里さ

と

岩い
わ
は
ら原

地
区
景
観
形
成
住
民
協
定
（
堀
金
烏

川
）

安あ
づ
み
の

曇
野
真ま

ま

べ
々
部
・
小お

ぐ
ら
あ
ず
さ
ば
し
て
い
し
ゃ
じ
ょ
う

倉
梓
橋
停
車
場

線せ
ん

景
観
形
成
住
民
協
定（
豊
科
高
家
）

塚つ
か
は
ら原

地
区
景
観
形
成
住
民
協
定
（
穂

高
柏
原
）

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
景
観
保

全
と
そ
の
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
寄
贈
・
寄
附

善ぜ
ん
に
ょ
う
じ

如
寺　

精せ
い
い
ち一

さ
ん
（
高
崎
市
）

安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
の
趣
旨
を

ご
理
解
さ
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
た
め
多
額
の
金
員
を
ご

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
28
年
4

月
12
日
贈
呈
）

あ
づ
み
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
豊
科
）

地
域
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
ソ
ー

ラ
ー
時
計
等
、
ご
寄
附
さ
れ
、
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。（
平
成
28
年
5
月
21
日
贈
呈
）

フ
ジ
ゲ
ン
株
式
会
社
（
松
本
市
）

地
域
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
ご
寄
附
さ
れ
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
7
月
12
日
贈
呈
）

て
職
務
に
精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
文
化
功
労

小こ
だ
い
ら平　

貞さ
だ
お男

さ
ん
（
穂
高
・
故
人
）

牛ご
り
ゅ
う流　

弘こ
う
じ次

さ
ん
（
穂
高
・
故
人
）

保ほ
そ
ん尊　

和か
ず
お夫

さ
ん
（
穂
高
）

多
年
に
わ
た
り
、
穂
高
人
形
飾
り

物
と
御
船
の
制
作
の
指
導
者
と
し

て
、
文
化
財
保
護
の
普
及
と
後
継
者

育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
体
育
功
労

髙た
か
や
ま山　

清せ
い
じ司

さ
ん
（
穂
高
北
穂
高
）

中な
か
い井　

秀ひ
で
お雄

さ
ん
（
穂
高
）

藤ふ
じ
わ
ら原　

光み
つ
ひ
ろ弘

さ
ん
（
堀
金
烏
川
）

多
年
に
わ
た
り
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
消
防
功
労

内う
ち
か
わ川　

正ま
さ
あ
き明

さ
ん
（
明
科
中
川
手
）

寺て
ら
し
ま島　

豊ゆ
た
か

さ
ん
（
豊
科
田
沢
）

寺て
ら
は
た畑　

佳よ
し
じ司

さ
ん
（
穂
高
有
明
）

平ひ
ら
ば
や
し

林　

丈た
け
あ
き明

さ
ん
（
穂
高
有
明
）

堀ほ
り
う
ち内　

秀し
ゅ
う
い
ち一

さ
ん
（
明
科
七
貴
）

■
新
年
祝
賀
会

功
労
表
彰
式
終
了
後
、
同
施
設
で

新
年
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
国

会
議
員
や
県
・
市
議
会
議
員
、
区
長
、

　

地
区
公
民
館
長
な
ど
約
３
０
０
人

の
皆
さ
ん
が
出
席
し
新
し
い
年
を
祝

い
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
地
域

の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
の
更
な
る
発

展
に
向
け
、
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　　　　市功労表彰

平
成
28
年
度 

市
功
労
表
彰

式典後、記念撮影をする皆さん
１列目左から曽根原寛一さん、山浦美惠子さん、松原春子さん、勝川祐喜重さん、保尊和夫さん、宮澤市長、濵市議
会議長、真峯嗣さん、神谷富子さん、髙木恒男さん、中田正志さん、藤原市議会副議長
２列目左から村上副市長、臼井健二さん、秋山惠美子さん、原口武男さん、中井秀雄さん、髙山清司さん、寺畑佳司
さん、濵たえ子さん、荒深たつ子さん、竹内悦子さん、三澤知子さん、飯沼敏正さん、橋渡教育長
３列目左から小平幸男さん（故小平貞夫さん親族）、牛流道弘さん（故牛流弘次さん親族）、Azumino. 光のページェ
ント実行委員会（副実行委員長・臼井崇浩さん）、アルプス花街道実行委員会（実行委員長・等々力秀和さん）、藤原
光弘さん、中田郁夫さん、伊藤照門さん、上條孝子さん、木下俊美さん、小山満智枝さん
４列目左から中嶋政行さん、髙橋由美子さん、等々力啓司さん、等々力茂保さん、野本矩男さん、宮島睦さん、遊槗
洪基さん、吉井佐壽賀さん、安曇野真々部・小倉梓橋停車場線景観形成住民協定（代表竹内基明さん）、塚原地区景
観形成住民協定（代表浅川隆さん）
※当日欠席された受賞者の皆さんには後日伝達。

46
人
・
５
団
体
を
表
彰

新年を祝い万歳をする市区長会・熊井会長
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安
曇
野
の
良
好
な
景
観
を
守
り
、
次

世
代
に
誇
れ
る
景
観
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
で
は
、
看
板
な
ど
の
屋
外

広
告
物
に
つ
い
て
は
「
市
屋
外
広
告
物

条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
、
市
内
全
域
を
3
つ
の
規

制
地
域
に
分
け
、
屋
外
広
告
物
を
設
置

す
る
際
は
、
規
制
地
域
ご
と
に
色
彩
、

面
積
、
高
さ
な
ど
を
許
可
基
準
に
適
合

し
た
内
容
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
設
置
、
既
存
の
屋
外
広
告
物
を

修
理
す
る
際
は
、
許
可
申
請
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
築
住
宅
課

ま
で
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

許
可
基
準
の
詳
細
は
、「
市
屋
外
広

告
物
条
例
の
し
お
り
」
を
確
認
い
た
だ

く
か
、建
築
住
宅
課
（
2
階
�
番
窓
口
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
し
お
り

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
建
築
住
宅

課
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（
71
・
２
２
４
２　

72
・
３
５
６
９
）

屋
外
広
告
物
（
看
板
類
）
は
設
置
前
に
、

市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
市
屋
外
広
告
物
条
例
」
に
よ
り
、
市
内
で
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
を
設
置
な
ど

す
る
際
は
、
安
曇
野
の
景
観
に
配
慮
す
る
よ
う
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
な
ど
す
る
際
は
、
事
前
に
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

147

403

）

）

）

）

）
）

あずみおいわけ

ありあけ

ほたか

はくやちょう

とよしな

みなみとよしな

なかがや

ひといちば

あずさばし

たざわ

あかしな

あずみおいわけ

ありあけ

ほたか

はくやちょう

とよしな

みなみとよしな

なかがや

ひといちば

あずさばし

たざわ

あかしな

）

）

）

安
曇
野
Ｉ
Ｃ

安
曇
野
Ｉ
Ｃ

安曇野市役所安曇野市役所

堀金支所堀金支所

三郷支所三郷支所

広
域
農
道

山
ろ
く
線

犀

　川

梓
　川

J
R
篠
ノ
井
線

万
水
川

万
水
川

拾
ヶ
堰

穂
高
川

穂
高
川

オリンピック
道
路

オリンピック
道
路

拾
ヶ
堰

梓
　川

烏
川

143

安
曇
野
排
水
路

長
野
自
動
車
道

JR大糸線

穂高支所穂高支所

19

0 2 4ｋｍ

明科支所明科支所

●規制地域の区分
第１種規制地域（特に規制が厳しい地域）

①保安林のある地域（森林法）② 都市公園の区域（都市公園法）

③住居専用の用途地域（都市計画法）

④準住居専用の準用途地域（安曇野市の適正な土地利用に関する条

　例）

⑤指定の道路 ･ 鉄道 ･ 河川 ･ 水路から展望される以下の範囲

・長野自動車道両側各 500 ｍ以内

・指定の道路の両側各 300 ｍ以内

・ＪＲ大糸線の両側各 300 ｍ以内

・指定の河川 ･ 水路の前後両側各 300 ｍ以内

※当該道路、鉄道、河川、水路から展望されない広告物等については第 2 種規

制区域の許可基準が準用されます。

第２種規制地域（規制が厳しい地域）

⑥豊科駅前広場（3,000 ㎡）及びこれに接続する 20 ｍ以内

⑦穂高駅前広場（2,500 ㎡）及びこれに接続する 20 ｍ以内

⑧⑥、⑦および第１種規制地域 ･ 第３種規制地域以外の区域

第３種規制地域（規制が比較的緩い地域）

⑨⑥、⑦を除く拠点市街区域内の住居専用以外の用途地域（都市計

　画法）

⑩準住居専用以外の準用途地域

（安曇野市の適正な土地利用に関する条例）

⑪指定の道路の前後両側各 100 ｍ以内

景観づくり住民協定地区

（安曇野市景観条例）

※左図の規制地域区分はおおよその範囲です。詳細は問い合わせください。

安曇野の景観に配慮した
屋外広告物にするために

土地所有者
の皆さん

表示・設置
の際は

管理者の
皆さん

許可手続き済みか確認し、
違反屋外広告物を設置させない

落下事故防止のため、
定期点検をしましょう

新規以外に既存の改造の場合も
必ず市へ事前に相談ください

屋外広告業者と屋外広告物（看板）用地の貸付契約（更新）
をする際は、業者が市に事前相談や許可申請の手続きをし
ているかご確認ください。条例違反となる屋外広告物が設
置されないよう、ご協力をお願いします。

近年、屋外広告物の落下による人身事故が発生していま
す。屋外広告物を管理する皆さんは、定期的に自己点検を
実施して、安全確保に努めてください。

市内で屋外広告物（看板）の新たに設置する場合のほか、
条例施行前（平成 24 年 9 月 30 日以前）から設置されている、
既存の屋外広告物の色の塗り替え修理などで改造する場合
も、市屋外広告物条例に定めた規制地域ごとの許可基準に
適合した内容にする必要があります。建築住宅課まで必ず
事前にご相談ください。

屋外広告物の良い例・悪い例

①良い例

・周囲の景観に溶け込むような色合い、面積、高さである

　②悪い例

・周囲の景観になじまないような派手な色を基調としている

・周囲の景観を圧迫するような面積や高さである

第１種規制地域で設置できない屋外広告物の例

地域での景観づくりを
支援しています。
景観づくり住民協定

景観づくり住民協定とは、地域の住民の皆
さんが、景観づくりのために、一定の区域の
建物の色彩や形態などの外観や、緑化などに
関しての自主的なルールを定め、皆でそれを
守り育てるための協定を締結した場合に市が
認定し、景観づくり活動に係る経費の一部を
助成する制度です。現在、市内には 25 の住
民協定があります。

市では良好な景観形成に向けて住民協定の
さらなる拡充を進めています。新たに区や地
域などで協定を締結する方法、締結に向けた
手順などの詳細は、建築住宅課（2 階�番窓口）
に問い合わせください。
主なルールや活動の内容

１建築物

建築物の色や高さ、建ぺい率などの基準を
設け、区域内の建物の調和を図る

２屋外広告物などの設置

屋外広告物（張り紙、野立て看板）、自動
販売機の設置禁止や自己用看板の大きさな
どに基準を設ける

３緑化などの取り組み

沿道への植栽、推奨花木を定め、宅地や農
地、河川などの美化促進を図る

第１種規制地域（写真は拾ヶ堰沿い）では特に制限されています。

豊里地区住民協定の活動

青木花見地区住民協定の活動

屋外広告物条例のしおり
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会　

報
告
書
提
出

■
市
民
と
市
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  
桜
の
名
所
・
光
城
山
で
60
本
の
苗
木
を
植
樹

■
災
害
時
、
最
新
の
地
図
が
常
時
使
用
可
能
に

住
民
自
治
の
理
念
や
ル
ー
ル
を
定

め
る
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
、
条
文
の
内
容
の
検
討
を
す
る
同

条
例
検
討
委
員
会
（
田
村
浩
会
長
）

で
は
、
検
討
結
果
を
ま
と
め
、
昨
年

12
月
9
日
、
市
役
所
で
宮
澤
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
条
例
の
構
成
や
文

案
が
示
さ
れ
、
市
政
運
営
の
基
本
3

市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
「
光

城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
髙
橋
恒
雄
会
長
）

で
は
11
月
26
日
、
光
城
山
（
豊
科
田

沢
）
で
桜
の
植
栽
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
や
市
民
約
80
人
が
参
加
し
、

登
山
道
中
腹
付
近
に
約
60
本
の
桜
の

苗
を
植
樹
後
、
鹿
に
よ
る
食
害
防
止

用
防
護
柵
も
設
置
し
ま
し
た
。

髙
橋
会
長
は
「
50
年
後
、
60
年
後

市
と
住
宅
地
図
な
ど
の
地
図
製
品

を
制
作
す
る
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン

（
本
社
・
福
岡
県
北
九
州
市
）
は
12

月
16
日
、
市
役
所
で
「
災
害
時
に
お

け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
の
調

査
活
動
な
ど
に
地
図
が
数
多
く
必
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
予
め
同
社
の
最

新
の
地
図
を
市
に
設
置
し
、
災
害
時

に
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

原
則
を「
協
働
」、「
情
報
共
有
」、「
法

令
順
守
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

主
な
特
徴
と
し
て
、市
民
や
議
会
、市

な
ど
の
役
割
以
外
に
地
域
課
題
の
解

決
を
担
う
自
治
組
織「
区
」の
役
割
も

記
し
、
区
へ
の
加
入
を
市
民
の
努
力

目
標
と
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
村
会
長
は
「
盛
り
込
ん
だ
内
容

を
い
か
に
市
政
に
反
映
す
る
か
期
待

締
結
を
終
え
、
ゼ
ン
リ
ン
の
出
川

賢
二
新
潟
・
長
野
エ
リ
ア
統
括
部
長

は
「
最
新
の
地
図
情
報
の
提
供
に
よ

り
、防
災
・
減
災
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
、宮
澤
市
長
は「
市
民
の

安
全
安
心
の
た
め
、
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
中
野
市
な
ど
が
同
様
の

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
後
、
災
害

時
の
被
害
状
況
調
査
な
ど
へ
の
迅
速

な
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。

し
た
い
」
と
述
べ
、宮
澤
市
長
は
「
理

念
を
市
民
と
共
有
し
、
実
効
性
の
あ

る
条
例
と
す
る
こ
と
で
、
助
け
合
い

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
意
見
の
募
集
を
経

て
、
条
例
案
を
作
成
し
、
3
月
市
議

会
定
例
会
に
提
出
し
、
本
年
4
月
か

ら
の
条
例
施
行
を
目
指
し
ま
す
。

に
も
き
れ
い
な
桜
が
咲
き
続
け
る
よ

う
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
活

動
を
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
須
藤

彩あ
や
な七
ち
ゃ
ん
（
豊
科
東
小
１
年
）
は

「
早
く
大
き
く
な
っ
て
桜
が
咲
い
た

と
こ
ろ
が
見
た
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

市
の
桜
の
名
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る

光
城
山
に
は
、
約
１
５
０
０
本
の
桜

の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
樹

齢
１
０
０
年
を
超
え
る
老
木
も
多

く
、
花
の
色
付
き
の
悪
さ
や
樹
勢
の

衰
え
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
昨
年
市
制

施
行
10
周
年
を
記
念
し
、
約
３
０
０

本
の
桜
を
植
樹
。
今
後
も
、
毎
年
50

～
60
本
程
度
の
植
樹
を
行
い
、
麓ふ
も
とか

ら
山
頂
ま
で
登
山
道
沿
い
に
桜
が
開

花
す
る
「
登
り
竜
」
の
次
代
へ
の
継

承
に
努
め
ま
す
。

宮澤市長に報告書を手渡す田村会長（左）

植樹した桜に防護柵を設置する参加者

協定締結後、握手をする宮澤市長とゼンリン出川エリア
統括部長（右）

国際大会・全国大会出場者
国際大会・全国大会に出場を前に市長を表敬訪問した皆さんを紹介します。（敬称略）

12 月 22 日
第 14 回日台国際野球大会（阿里山杯）（台湾・嘉義市）
有
あ り ま

馬寿
と し や

哉（豊科南中）、伴
ばんざい

在汰
た も ん

文（豊科北中）、上
う え の

野真
し ん じ

路（穂高
東中）、大

お お き

木陽
よ う た

太（三郷中）、落
おちあい

合幸
こ う き

輝（明科中）
JOC ジュニアオリンピックカップ
第 30 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会（大阪市）
田
た じ り

尻恵
え れ な

玲奈（豊科南中）、北
きたばやし

林心
こ こ あ

愛、青
あおやぎ

栁汐
し づ ね

都音（堀金中）

表敬訪問

鳥
インフル
エンザ

表敬訪問した皆さん

●専門機関での確定検査結果は陰性
12 月 3 日に明科地域御宝田遊水池で回収され、

簡易検査でＡ型鳥インフルエンザの感染が疑わ
れたコハクチョウ 1 羽については、検査機関で
の確定検査の結果、A 型ウイルスは検出されず
12 月 14 日に陰性と判明しました。
●ウイルスの拡散防止にご協力ください

本年度は全国各地で高病原性鳥インフルエン
ザウイルスが検出されていることから、御宝田
遊水池および犀川白鳥湖周辺の立ち入り制限を
継続します。市民の皆さんは、ウイルス拡散防
止のため、下記の事項を守っていただきますよ
う、ご理解・ご協力をお願いします。
▷水鳥などの野鳥には近づきすぎないようにし

てください。
▷死亡した野鳥を見つけた場合は、素手で触ら

ないでください。
▷水鳥以外でも、一カ所で大量に野鳥が死んで

いるなどの現象を確認した場合は、市役所ま
でご連絡ください。

●問い合わせ　
▷白鳥飛来地に関すること

観光交流促進課拠点維持整備係
（471・2055　672・1340）

▷その他鳥インフルエンザに関すること
農政課生産振興担当

（471・2428　671・2507）

確定検査結果は
陰性と判明



infomation 生涯学習のイベント

1213 広報あづみの　2017.1.25 2017.1.25　広報あづみの 1213 広報あづみの　2017.1.25 2017.1.25　広報あづみの

第
2
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定
に

伴
い
、
提
言
を
い
た
だ
く
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
任
期　

委
嘱
か
ら
策
定
の
日
ま
で

（
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
を
予

定
）

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
平
日
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま

す
。

▽
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
▽
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び

地
方
公
務
員
▽
市
の
附
属
機
関
等
の

公
募
に
よ
る
委
員
▽
市
税
の
滞
納
が

あ
る
人

●
選
考
方
法　

申
込
書
と
小
論
文
か
ら

選
考
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知

し
ま
す
。

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
募
集
人
数　

3
人
以
内

●
応
募
方
法　

申
込
書
と
小
論
文
を
生

涯
学
習
課
（
3
階
5
番
窓
口
）
に
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間　

１
月
30
日
（
月
）
～
2

月
13
日
（
月
）（
必
着
）

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
座

あ
か
し
な
農
業
塾
で
育
て
た
こ
ん
に

ゃ
く
芋
を
使
い
、
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く

を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

2
月
7
日
（
火
）
午
前
9
時

～
正
午

●
場
所　

明
科
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
講
師　

望
月
亮
子
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
松
本

ハ
イ
ラ
ン
ド
く
ら
し
の
専
門
委
員
）

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
受
講
料
２
０

０
円
含
む
）

●
申
し
込
み　

2
月
2
日
（
木
）、
3

日
（
金
）
に
明
科
公
民
館
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
学
び
の
成
果
を

地
域
で
活
か
す
に
は
」（
書
式
自
由
、

８
０
０
字
以
内
）

●
そ
の
他　

申
込
書
は
、
生
涯
学
習
課

窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
不
要
）
生
涯
学
習
課

ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
を
動
か
し
、
脳
を

生
き
生
き
と
若
返
ら
せ
ま
せ
ん
か
。
併

せ
て
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
コ
ツ
も
学

び
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

2
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
・
3
月
7
日
（
全
5
回
・
毎
週

火
曜
日
）
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30

分
●
場
所　

穂
高
会
館　

講
堂

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
講
師　

小
林
美
穂
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

平
成
28
年
度
あ
や
め
杯
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
マ
ッ
チ
参
加
チ
ー
ム
募
集

あ
や
め
杯
に
参
加
す
る
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
26
日
（
日
）
開
会
式　

午
前
9
時
～
（
受
付　

午
前
8
時
30

分
～
）

●
場
所　

明
科
体
育
館

●
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

2
月
17
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で
に
各
地
域
公
民
館
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
明
科
公

民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ー

ム
編
成
等
詳
細
は
、
備
え
付
け
の
大

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

各
回
２
０
０
円

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
上
履

き
な
ど

●
申
し
込
み　

１
月
30
日
（
月
）
か
ら

2
月
3
日
（
金
）
の
間
に
、
穂
高
公

民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

上
級
者
を
対
象
と
し
た
美
術
講
座

で
、
モ
デ
ル
を
使
い
全
身
像
を
制
作
し

ま
す
。

●
日
時　

3
月
3
日（
金
）～
7
日（
火
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
全
5
回
）

▽
石せ
っ
こ
う膏
取
り　

3
月
9
日
（
木
）
～
11

日
（
土
）

●
場
所　

研
成
ホ
ー
ル
研
修
室
Ⅱ　

●
講
師　

中
山
邦
彦
さ
ん

●
参
加
費　

６
０
０
０
円
（
モ
デ
ル
代

含
む
基
本
参
加
費
）
※
2
日
目
以
降

は
1
日
１
０
０
０
円
ず
つ
加
算

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

１
月
30
日
（
月
）
か
ら

2
月
26
日
（
日
）
の
間
に
研
成
ホ
ー

ル
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）

会
要
項
・
規
則
を
確
認
く
だ
さ
い
。

「
常
念
校
長
」
と
親
し
ま
れ
る
元
堀

金
尋
常
高
等
小
学
校
長
・
佐
藤
嘉
市
。

昭
和
30
年
代
の
録
音
テ
ー
プ
の
再
生
を

交
え
た
講
義
と
、
詩
吟
・
書
・
朗
読
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
吟
で
、
そ
の

業
績
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

2
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

堀
金
公
民
館
ス
タ
ジ
オ
2

（
堀
金
支
所
3
階
）

●
講
師　

橋
渡
勝
也
教
育
長

●
構
成
吟　

常
念
岳
朗
詠
会

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

平成 29 年度長野県シニア大学受講生募集
問長寿社会課長寿福祉係　471・2254　671・2328

生きがいと健康づくりを進め、仲間とともに地域で活動する人を養成するシニア大学の受講生を募集します。
●入学資格　おおむね 60 歳以上、学習意欲旺盛、積極的に地域活動を目指す人
●学習時間　受講年限は 2 年間（年間学習日数は 16 日間）　おおむね午前 10 時から午後 3 時まで（１日 4 時間）
●学習内容　教養講座・実技講座・実践講座　●募集定員　240 人
●受講料　年間 10,000 円（別途教材費などの経費が必要）　●募集期間　2 月 1 日（水）～ 28 日（火）
●申し込み　長寿社会課（１階�番窓口）または各支所地域課に備え付けの入学願書に必要事項を記入し、入

学可否決定通知用の 52 円切手を添えて申し込みください。封書による入学決定通知を希望される人は、82
円切手を貼った長型 3 号封筒に郵便番号、住所、氏名を明記し、入学願書と一緒に提出してください。

●問い合わせ　松本合同庁舎（松本保健福祉事務所福祉課内）松本学部事務局（440・1911）

市消防団音楽喇
ら っ ぱ

叭隊「吹奏楽と消防ラッパのコンサート」
問危機管理課消防防災係　472・6769　672・6739

市消防団では、音楽喇叭隊の日ごろの訓練成果を発表するとともに、市民の皆さんに楽しみながら消防団
活動を身近に感じてもらうため、吹奏楽と消防ラッパのコンサートを開催します。小さな子どもも楽しめる
曲目を中心に吹奏するほか、消防団活動のパネル展示等も行います。
●日時　2 月 19 日（日）午後 2 時〜 4 時（午後 1 時 30 分開場）
●場所　堀金総合体育館　サブアリーナ　
●入場料　無料
●演奏予定曲　「花束を君に」「365 日の紙飛行機」「おひさま」など
●申し込み　不要

第
2
次
生
涯
学
習
推
進
計

画
策
定
委
員
の
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

穂
高
公
民
館
健
康
づ
く
り
講
座

軽
体
操
と
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ

穂
高
公
民
館
内
穂
高
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

明
科
公
民
館
の
催
し

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

堀
金
公
民
館
ふ
る
さ
と
常
念
の
里
講
座

「
山
物
語　

常
念
校
長
」
受
講
者
募
集

堀
金
公
民
館
内
堀
金
地
域
課
地
域
担
当

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座

全
身
像
の
彫ち

ょ
う
そ塑
制
作

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

82
・
０
７
６
９

各施設の催し
安曇野髙橋節郎記念美術館

問481・3030　682・0551

小澤弘三絵画展　油絵
●日時　2 月１日（水）～ 12 日（日）

午前 9 時～午後 5 時（最終日は午後 3
時まで）

野田真由美絵画展
●日時　2 月 15 日（水）～ 26 日（日）

午前 9 時～午後 5 時（初日は午後１
時から）

【記念美術館絵画展共通事項】
●場所　記念美術館内　南の蔵　
●観覧料　無料
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場

合はその翌日）

貞享義民記念館
問477・7550　677・7551

瀧澤伸介絵画展
●日時　1 月 31 日（火）～ 3 月 3 日（金）

午前 9 時～午後 5 時
※初日は午後 1 時から、最終日は午後 3

時まで
●場所　貞享義民記念館　企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場

合はその翌日）

昨年のコンサートの様子
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季
節
に
あ
わ
せ
た
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
24
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
内
容　

ひ
な
祭
り
の
飾
り
寿
司
2
種
、

ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
、
餡あ
ん

入
り
白
玉
胡

麻
団
子
等

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん

●
定
員　

24
人
（
先
着
順
）　

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

ふ
き
ん
・
筆
記
用
具
・
巻
き
寿
司
用

の
す
だ
れ
（
用
意
で
き
る
人
）

●
申
し
込
み　

１
月
31
日
（
火
）
に
三

郷
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

平
成
29
年
度
の
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー

ル
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
予
約
可
能
期
間　

4
月
１
日
（
土
）

～
平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）

●
予
約
方
法　

2
月
20
日
（
月
）
か
ら

第
33
回
白
鳥
写
真
展
～
白
鳥
飛
来
の

思
い
出
・
私
の
一
枚
～
作
品
募
集

市
内
で
撮
影
し
た
白
鳥
や
白
鳥
に

関
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
本
年
度

は
全
国
各
地
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
、
撮
影
が
困
難
な

た
め
、
初
飛
来
か
ら
昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

3
月
1
日
（
水
）
か
ら

31
日
（
金
）
の
間
に
郷
土
博
物
館
窓

口
へ
持
参
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

豊
科
公
民
館
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
）

●
注
意
事
項　

ホ
ー
ル
以
外
の
会
議
室

の
予
約
受
付
は
、
使
用
日
前
月
の
１

日
か
ら
で
す
。（
ホ
ー
ル
使
用
に
伴

う
会
議
室
予
約
は
除
き
ま
す
）
4
月

の
会
議
室
の
予
約
受
付
は
、
3
月
１

日
（
水
）
午
前
8
時
30
分
か
ら
豊
科

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

市
中
学
・
高
校
美
術
部
展

市
内
の
中
学
校
・
高
校
美
術
部
に
よ

る
合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
市
内

11
校
の
美
術
部
生
徒
が
、
部
活
動
で
制

作
し
た
水
彩
画
、
デ
ッ
サ
ン
、
ア
ク
リ

ル
画
、
油
彩
画
な
ど
多
彩
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
の
デ
ザ
イ
ン
、
展
示
作
業
等
も
美
術

部
生
徒
が
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
7
日（
火
）～
26
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
１
時
ま
で
）

※
入
場
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

●
テ
ー
マ　

初
飛
来
し
た
昭
和
59
年
か

ら
昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
市
内
で
撮
影

し
た
白
鳥
や
白
鳥
に
関
す
る
写
真
。

※
今
シ
ー
ズ
ン
撮
影
の
写
真
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

●
審
査　

な
し

●
出
品
料　

無
料

●
注
意
事
項　

▽
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
以

上
で
カ
ラ
ー
・
白
黒
は
不
問
。
額
か

パ
ネ
ル
に
入
れ
、
展
示
用
の
ヒ
モ
を

必
ず
つ
け
て
提
出
。▽
応
募
点
数
は
、

一
人
2
点
以
内
。▽
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
作
品
名
・
撮
影
年
を
明
記
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間（
予
定
）　

4
月
15
日（
土
）

～
5
月
28
日
（
日
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
祝
日
の
翌

日

●
場
所　

美
術
館
2
階
展
示
室
・
新
館

大
展
示
室

●
観
覧
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

美
術
館
友
の
会
手
仕
事
く
ら
ぶ　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り

美
術
館
友
の
会
会
員
を
講
師
に
お
ひ

な
さ
ま
を
手
作
り
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
22
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
場
所　

近
代
美
術
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム

●
講
師　

平
田
米よ

ね
こ子
さ
ん

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

一
般
１
５
０
０
円
、
友
の

会
会
員
１
４
０
０
円

●
持
ち
物　

裁さ
い
ほ
う縫
道
具

●
申
し
込
み　

1
月
31
日
（
火
）
か
ら

豊
科
近
代
美
術
館
窓
口
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時

間
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

第
62
回
友
の
会
書
芸
展

博
物
館
友
の
会
書
芸
部
の
皆
さ
ん

が
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
色
紙
掛

け
軸
と
大
型
作
品
の
新
作
を
発
表
し
ま

す
。
筆
遣
い
か
ら
感
じ
ら
れ
る
文
字

の
異
な
る
表
情
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
期
間　

2
月
4
日（
土
）～
23
日（
木
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

郷
土
博
物
館　

２
階
展
示
室

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
そ
の
他　

2
月
9
日
（
木
）
の
午
後

2
時
か
ら
書
道
部
部
長
千
野
秀し

ゅ
う
と
う濤さ

ん
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。（
別

途
入
館
料
が
必
要
で
す
）

家
々
の
正
月
料
理

お
正
月
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
ど
ん
な
料

理
を
食
べ
ま
し
た
か
？

元
日
の
朝
、
家
族
そ
ろ
っ
て
お
茶
を
飲
む

家
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、「
ま
め
ま

め
と
」「
く
り
ま
わ
し
よ
く
」「
か
き
こ
む
」

「
千
が
万
に
」
な
ど
と
い
っ
て
、豆
、栗
、柿
、

せ
ん
べ
い
、ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
も
食
べ
ま
す
。

そ
の
あ
と
食
べ
る
雑
煮
は
、
具
が
野
菜
、
鶏

肉
、
鰤ぶ
り

や
鮭さ
け

の
切
り
身
な
ど
、
家
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
雑
煮
は
食
べ
ず
、「
粘

り
強
く
」「
福
を
す
す
り
込
む
」
か
ら
、
芋

汁
を
作
る
家
も
あ
り
ま
す
。

正
月
料
理
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
々
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
食
文
化
を
守
り
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

な
お
、市
役
所
１
階
で
は
１
月
31
日
（
火
）

ま
で
、
家
々
の
年
取
り
や
正
月
の
行
事
や
料

理
を
紹
介
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
展
示
「
正
月
様

ど
こ
ま
で
ご
ざ
っ
た
？
正
月
っ
ち
ゅ
う
も
ん

は
い
い
も
ん
だ
！
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。正月料理の例

お
す
す
め
の
一
冊

青
い
水
の
哀
歌

井
上　

輝
夫
／
著

紹介する人

佐藤　明さん
（明科・七貴）

三
日
月
は
爪

赤
松
の
太
い
弦
を

は
じ
い
て
ゆ
く

か
す
か
な
月
あ
か
り
の

ひ
び
き
に

せ
せ
ら
ぎ
が
喝
采
す
る

さ
や
か
に

こ
れ
は
井
上
輝
夫
さ
ん
が
一
昨
年
出

版
し
た
詩
集
「
青
い
水
の
哀
歌
」
冒
頭

の
詩
で
す
。
穂
高
有
明
の
居
宅
か
ら
の

情
景
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
詩
集
の
第
1
章
は
「
あ
づ
み
野
」

と
題
し
、
終
の
棲
家
と
定
め
、
こ
よ
な

く
愛
し
た
こ
の
地
を
21
篇
の
詩
で
詠
い

あ
げ
て
い
ま
す
。
言
葉
を
紡
ぎ
、
詩
の

持
つ
本
来
の
可
能
性
を
追
求
し
理
想
の

高
み
に
達
し
た
と
言
え
る
詩
集
で
す
。

「
詩
を
音
楽
に
し
た
い
」
と
い
う
信
条
は

安
曇
野
を
交
響
詩
の
よ
う
に
奏
で
、
読

む
人
の
心
を
打
ち
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
こ
の
著
を
出
版
し
た
2

カ
月
後
の
一
昨
年
8
月
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
75
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『色あせてカラフル』

＜上映時間：60 分＞
●日時　10日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　1・8・15・22 日（各水曜日）

	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　18 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　17 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　17 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館

　　 ポケットの会　三郷文化公園体育館 1 階会議室

　　11 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　

　　 おはなしのへや　絵本コーナー

　　21 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

	 16：30 ～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　22 日（水）	 16：30 ～

◇　明科図書館

　　ひまわりおはなし会　おはなしの部屋

　　25 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

2月の図書館イベント

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
57

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

三
郷
公
民
館　

料
理
教
室
②

三
郷
公
民
館
内
三
郷
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 

77
・
６
０
６
０

豊
科
近
代
美
術
館
の
催
し

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

豊
科
郷
土
博
物
館
の
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

豊
科
公
民
館　

平
成
29
年
度

大
ホ
ー
ル
予
約
受
付

豊
科
公
民
館
内
豊
科
地
域
課
地
域
担
当

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１
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恒例の市消防団出初式が 1 月 8 日、豊科公民館ホー
ルを主会場に開かれました。

当日は、式典に先立ち、分列行進が防災広場から豊
科公民館までの間約 1.1㌔で行われました。途中、市役
所前で宮澤市長や、沿道に集まった市民も見守る中、
音楽喇

ら っ ぱ

叭隊の行進曲に合わせて団員と、団と松本広域
消防局の車両計 21 台が行進を披露しました。

式典では、無火災表彰や功績のあった団員への表彰、
退団者表彰が行われました。鳥

と ば

羽昌
まさひろ

弘団長は式辞の中
で「予防消防に徹し、地域防災の重要性を市民に広め
ていきたい」と述べ、参加した約 460 人の団員と共に
年頭にあたり防火・防災への決意を新たにしました。

親子を対象とした餅つき会が 12 月 17 日、
豊科南穂高の南穂高児童館前庭で行われまし
た。この日は親子連れや地区の民生児童委員
など約 100 人が参加。昔ながらのきねと臼を
使い元気な掛け声をかけながら、参加者は交
代で餅つきをした後、でき立ての餅をお雑煮
で味わいました。参加した赤

あかざわ

澤喜
き ふ う

楓くん（豊
科南穂高）は「大きなきねでお餅をつくのが
楽しかったです。お雑煮はとてもおいしいで
す」と話してくれました。

穂高地域の塚原区巾
はばうえ

上地区の三九郎が 12
月 31 日に行われました。当日は、ワラを重
ねたやぐらから、天高く火が燃え上がり、集
まった地区の住民約 30 人は、１年間の無事
に感謝するとともに、新年の無病息災を願い
ました。三九郎は、小正月に行われることが
多い行事ですが、巾上地区では古くから伝わ
る風習を重んじ、毎年、大みそかに行われて
います。参加した奥

おくはら

原悠
ゆ う た

太くん（穂高西小4年）
は、「火が高く燃え上がり迫力がありました。
新年も健康で過ごしたいです」と話してくれ
ました。

1/8　市消防団出初式

12/17　南穂高児童館餅つき会

12/31　塚原区巾上地区三九郎

防火・防災への決意新たに

でき立ての餅を味わう

無病息災を願い、大みそかの三九郎

各家庭で余っている缶詰めなどの食品を
寄付し、福祉施設や生活困窮者などに提供
する「安曇野フードドライブ」（実行員会主
催）が 12 月 17 日、18 日の 2 日間、市役所
で開催されました。実行委員長の桜

さくらい

井洋
よ う こ

子
さん（三郷明盛）は「食品ロスを減らし、
人助けにつながるこの活動を知ってほしい」
と話しました。この日集まった食品約 1,599
点は、支援団体を通じ、県内の生活に困っ
ている人に届けられます。

本年、創立 60 周年を迎える堀金少年剣道
クラブで、恒例の初稽古が 1 月 14 日、堀金
総合体育館で行われました。当日は、クラ
ブに所属する市内の保育園から中学生まで
の子どもたち 19 人が参加。冒頭、指導者の
藤
ふじわら

原光
みつひろ

弘さんは「楽しく、格好の良い剣道
を生涯続けてほしい」とあいさつしました。
その後、子どもたちは元気に声を上げなが
ら素振りをしたり、互いに打ち込んだりし
ました。キャプテンの大

お お く ぼ

久保仁
み つ き

葵くん（穂
高北小６年）は「初稽古は楽しくできました。
中学でも剣道を続けて、試合でよい成績を
残したいです」と目標を話しました。

人権について考え意識を高める機会として「人権の
つどい」（市・市教育委員会主催）が 12 月 11 日、豊
科公民館大ホールで行われました。当日は、市民など
約 350 人が参加。第１部では全国中学生人権作文コン
テストの松本地区入賞者の表彰式が行われ、安曇野市
の受賞者 15 人を代表して 3 人がそれぞれ作文を発表
しました。

第 2 部の講演会では、平成 6 年 6 月に発生した「松
本サリン事件」の第一通報者である河

こ う の

野義
よしゆき

行さんが「報
道と人権」と題し講演しました。河野さんは、裏付け
のない報道が重なって容疑者扱いされ、自身の人権侵
害につながったと説明。事件報道の速報性を求める世
論や報道機関の姿勢に警鐘を鳴らし、「真実は後で判
明するもの。その時の情報のみを信じ、人権を侵すよ
うなことがあってはならない」と会場に呼び掛けまし
た。

12/17　安曇野フードドライブ

1/14　堀金少年剣道クラブ初稽古　

12/11　人権のつどい

食品ロスを減らし生活支援

初稽古　剣道を楽んで

人権の大切さを考える
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の

記
載
の
な
い
場
合
や
、
電
話
・
口
頭

に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
送
付
・
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２

８
１
（
住
所
不
要
）
上
水
道
課
管

理
係　

mjosuido@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
募
集
期
間　

１
月
16
日
（
月
）
～
2

月
14
日
（
火
）

●
募
集
結
果
の
公
表　

募
集
結
果
は
内

容
を
取
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す

る
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々

の
意
見
等
に
対
し
て
回
答
は
し
ま
せ

ん
。

加
齢
に
伴
い
変
化
す
る
体
や
心
の
仕

組
み
を
理
解
し
て
、
家
族
や
支
援
者
の

対
応
と
生
活
習
慣
を
含
め
た
認
知
症
予

防
や
う
つ
病
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

2
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
10
分
（
受
付　

午
後
１

時
～
）

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎　

講
堂

●
対
象　

一
般
お
よ
び
精
神
保
健
福
祉

業
務
に
従
事
す
る
人

●
講
師　

水
上
勝
義
さ
ん
（
筑
波
大
学

人
間
総
合
科
学
研
究
科
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

2
月
6
日
（
月
）
か
ら

15
日
（
水
）
の
間
に
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先　

〒
３
９
０
‐
０
８
５

２　

松
本
市
大
字
島
立
１
０
２
０　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く

り
支
援
課
（

40
・
１
９
３
８　

47
・
９
２
９
３
）

市
水
道
事
業
の
今
後
10
年
間
の
設
備

投
資
計
画
・
財
政
計
画
を
示
し
た
「
安

曇
野
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
対
す
る
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
方
法　

上
水
道
課
窓
口
（
2
階

2
番
窓
口
）お
よ
び
各
支
所
地
域
課
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る
り
ん
広

場
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
通

勤
・
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内
で

事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
な

ど
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
様
式
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
・

代
表
者
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ク

●
講
師　

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

●
持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
持
ち
帰
り
用

の
袋

●
共
催　

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
明

科
支
部

［
共
通
事
項
］

●
場
所　

明
科
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ

ば
「
え
べ
や
」

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

１
月
31
日
（
火
）
か
ら

「
え
べ
や
」（

88
・
６
２
７
５
）
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
は
、
火
、
木
、
土
曜
日
の
午
前
8

時
30
分
～
正
午
）

「
野
菜
で
メ
タ
ボ
撃
退
！
」を
テ
ー
マ

に
、
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
自
分
や
家
族
等
の
健
康
を
考

え
た
料
理
を
楽
し
く
覚
え
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

2
月
25
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
１
時
30
分　

●
場
所　

三
郷
公
民
館
調
理
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
男
性

●
講
師　

竹
澤
千
薫（
市
管
理
栄
養
士
）

●
内
容　

焼
き
魚
の
わ
さ
び
ソ
ー
ス
添

え
、
え
の
き
茸
と
ほ
う
れ
ん
草
の
酢

の
物
、
雑
穀
米
入
り
ご
は
ん
等

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

2
月
１
日
（
水
）
か
ら

15
日
（
水
）
の
間
に
人
権
男
女
共
同

参
画
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

地
粉
と
切
り
干
し
大
根
を
使
っ
た

蒸
し
饅

ま
ん
じ
ゅ
う頭
づ
く
り

手
作
り
切
り
干
し
大
根
を
包
ん
だ
安

曇
野
伝
統
の
蒸
し
饅
頭
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

①
2
月
8
日
（
水
）
②
2
月

15
日
（
水
）
両
日
と
も
午
前
10
時
～

午
後
１
時　

※
都
合
の
良
い
日
程
に

参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人
（
子
ど
も
の

同
伴
も
可
能
で
す
）

●
講
師　

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

ひ
な
祭
り
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

●
日
時　

2
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
上
水
道
課
管
理
係

（

71
・
２
２
６
８ 
72
・
３
１
７
６
）

「
え
べ
や
」の
食
と
体
験
講
座

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

高
齢
者
の
心
の
健
康
に
関
す

る
研
修
会

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
１ 

81
・
０
７
０
３
）

集

募

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

平成 28 年度新潟県糸魚川市
大規模火災の義援金を募集

問福祉部長寿社会課
471・2253　671・2328

スマホで広報紙を簡単に

12 月 22 日に新潟県糸魚川市で大規
模火災が発生しました。
　この火災で被災された皆さんを支援
するため、日本赤十字社では義援金を
受け付けています。市役所庁舎にも募
金箱を設置し義援金を募集します。皆
さんの温かいご支援をお願いします。

●受付場所　
▷市役所１階東側総合案内窓口前
▷各支所地域担当窓口

●受付期間
　平成 29 年３月 31 日（金）まで

スマートフォン、
タブレット向けの
無料アプリ「マチ
イロ」に登録する
と「広報あづみの」
がいつでも簡単に
ご覧いただけます。
公式サイト：uhttp://machiiro.town/

ダウンロードは
こちら
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県営住宅の入居者募集穂高広域施設組合職員募集

県住宅供給公社では、県営住宅入居者を募集します。
●募集内容　▷空き家募集（4 月１日に入居が可能な住宅の募集）

▷補欠募集（募集時に空き家はないが、6 カ月以内に空き家が出た場合の募集）
●入居資格　▷県内に在住または勤務している人▷同居または同居しようとする親族（結婚予定含む）がある

こと（単身の場合は 2 ＤＫまでの住宅）▷住宅に困っていること▷収入が一定額以下であること▷申込者と
同居者が暴力団員でないこと

●募集団地　松本地方事務所管内の県営住宅（詳細は、問い合わせください）
●申し込み　2 月 15 日（水）から 24 日（金）までに、必要書類を揃えて県住宅供給公社松本事務所の窓口へ

申し込みください。土・日曜日も受付可能です。
問県住宅供給公社松本事務所　447・0240

穂高広域施設組合職員を募集します。応募方法、選考方法等については、穂高広域施設組合へ問い合わせく
ださい。
●業務内容　組合処理施設業務全般（ごみ処理、し尿処理、あづみ野ランド）
●採用年月日　4 月 1 日
●採用人数　1 人
●受験資格　穂高広域施設組合組織市町村圏内（安曇野市・池田町・松川村・生坂村・筑北村・麻績村）に居住し、

高校卒業程度の学力を有する、昭和 57 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生まれた人。
●受付期間　2 月 1 日（水）～ 10 日（金）午前 8 時 30 分～午後 5 時（土・日・祝日を除く）
問穂高広域施設組合庶務係　482・2147　682・8779

※
各
物
件
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
入
居
申
込
書
等
を
郵

送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い
。

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅　
（
中
堅
所

得
者
向
け
）
入
居
者
募
集

●
募
集
内
容　

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
「
追
分
団
地
」

（
穂
高
北
穂
高
）
3
戸
（
１
階
１
戸
・

2
階
2
戸
）〔
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〕
75
・
85

㎡　

家
賃
5
万
円
か
ら
7
万
2
千
円

（
所
得
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅「
塔
の
原
団
地
」

（
明
科
中
川
手
）
１
戸
（
2
階
１
戸
）

〔
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〕
77
・
25
㎡　

家
賃
6

万
2
千
円

●
申
し
込
み　

常
時
、
建
築
住
宅
課

住
宅
係
に
て
、
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。
入
居
申
込
書
と
入
居
申
込
案

内
は
、
建
築
住
宅
課
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
・
②
共
通
事
項

（
入
居
資
格
お
よ
び
連
帯
保
証
人
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

③
所
得
額
が
基
準
に
該
当
す
る
こ
と

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

※
た
だ
し
、
2
Ｄ
Ｋ
の
部
屋
は
別
に
定

め
る
条
件
を
満
た
す
人
の
み
単
身
で

も
入
居
可
能
。

●
連
帯
保
証
人　

入
居
手
続
き
の
際
に

次
の
要
件
を
満
た
す
連
帯
保
証
人
2

人
の
選
定
が
必
要
で
す
。

①
未
成
年
者
で
な
く
、
お
お
む
ね
65
歳

以
下
で
あ
る
こ
と

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
で

な
い
こ
と

③
連
帯
保
証
人
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
の
生

計
を
営
み
、
入
居
者
と
同
程
度
の
収

入
が
あ
る
こ
と
（
所
得
額
で
お
お
む

ね
１
５
０
万
円
以
上
）

④
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
（
１
人

は
市
外
で
も
可
）

⑤
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

①
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

●
募
集
内
容　

▽
追
分
団
地
（
穂
高
北

穂
高
）
１
戸
（
2
Ｄ
Ｋ　

2
階
）

▽
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）
１
戸

（
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

2
階
建
）

▽
三
田
団
地
（
堀
金
三
田
）
１
戸
（
3

Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
階
）

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地
（
明
科
中
川

手
）
１
戸
（
2
Ｄ
Ｋ　

3
階
）

●
入
居
開
始
日　

4
月
１
日
（
土
）

●
受
付
期
間　

2
月
15
日
（
水
）
～
23

日
（
木
）（
受
付
時
間
は
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
）

●
申
し
込
み　

１
月
25
日（
水
）か
ら

「
入
居
申
込
書
」と
募
集
の
詳
細
を
記

し
た
「
入
居
申
込
案
内
」
を
建
築
住

宅
課
住
宅
係
（
2
階
�
番
窓
口
）で

配
布
し
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

支
所
窓
口
で
も
入
手
で
き
ま
す
）。

受
付
期
間
内
に
添
付
書
類
を
添
え

て
、
建
築
住
宅
課
住
宅
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
各
支
所
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

日
（
火
）
の
間
に
、
中
央
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

弁
護
士
が
成
年
後
見
制
度
の
概
要
や

後
見
人
等
の
業
務
に
つい
て
講
演
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
4
時

●
場
所　

松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
4
階　

中
会
議
室
（
松
本
市
双

葉
4
番
16
号
）

●
内
容　

①
講
演
・
質
疑
応
答　

▽
演

題
「
家
族
の
安
心
を
考
え
る
成
年
後

見
制
度
」
▽
講
師　

塩
野
悠ゆ
う
こ子
さ
ん

②
個
別
相
談　
（
希
望
者
4
人
先
着
・

1
人
15
分
程
度
）

●
対
象　

松
本
市
、
安
曇
野
市
、
麻
績

村
、
生
坂
村
、
山
形
村
、
朝
日
村
、

筑
北
村
に
在
住
で
次
の
①
～
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
親
族
等
の
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、

補
助
人
に
な
っ
て
い
る
人
②
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
人

③
成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

●
定
員　

25
人

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
月
6

日（
月
）か
ら
24
日（
金
）の
間
に
松
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
（
88・６
６
９
９
）

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）
個

別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
込

み
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
2
階　

相
談
室
２
１
５

●
対
象　

▽
お
金
の
管
理
や
契
約
な
ど

に
不
安
の
あ
る
人
▽
認
知
症
や
障
が

い
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ

る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

●
相
談
員　

春す
の
は
ら原
隆た
か
お雄
さ
ん
（
一
般
財

団
法
人　

民
事
法
務
協
会
）

●
定
員　

4
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

2
月
１
日（
水
）か
ら
7

宅

住

営

公

見

後

年

成 市
営
住
宅
お
よ
び
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

問
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

71
・
２
２
４
５ 

72
・
３
５
６
９
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談
会

問
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

72
・
９
９
８
６ 

72
・
２
５
０
３
）

成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い

問
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

72
・
９
９
８
６ 

72
・
２
５
０
３
）

アダルトサイトの相談が
５年連続で１位
問地域づくり課市民相談室

471・2496　672・3176
市消費生活センター　471・2100

全国の消費生活センター等に寄せら
れる商品・役務別の相談件数をみると、
アダルトサイトに関する相談が 2011
年度から 5 年連続で 1 位となっていま
す。

不安に感じる場合や、トラブルに
なった場合は、市消費生活センターな
どに相談しましょう。
●相談事例
①携帯電話に自動音声で有料アダルト

サイトの料金請求の電話があり、指
示に従いプリペイド型電子マネーを
購入し支払った。

②無料だと思っていたサイトに突然料
金請求画面が表示された。支払わな
ければならないか。

③誤って広告をクリックし、アダルト
サイトにつながった。料金請求画面
が表示され業者に連絡をしたところ
料金を請求された。

●アドバイス
▷サイト内のボタンを安易にクリック

しないようにしましょう。
▷決して業者へ連絡しないようにしま

しょう。
▷慌ててお金を支払わないようにしま

しょう。
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行政書士による面接無料相談会自動車の登録・検査手続きはお早めに

行政書士会では、毎年 2 月 22 日を「行政書士記
念日」と定め、広報活動等を行っています。広報活
動の一環として、面接による無料相談会を行います。
●日時　2 月 26 日（日）午前 10 時～午後 3 時
●場所　豊科交流学習センター「きぼう」学習室１・2
●内容　相続手続き、遺言手続き、贈与手続き、成

年後見、法人設立手続き、各種契約書作成など。
問県行政書士会松本支部 433・7166

例年、3 月下旬は自動車の検査・登録申請が多く、
窓口がたいへん混み合います。

車検の手続きは、1 カ月前から受検できますので、
なるべく 2 月中に、廃車・名義変更等の手続きは、
3 月中旬までに申請するようにしましょう。
問松本自動車検査登録事務所

（登録・検査）4050・5540・2043

市
商
工
会
三
郷
支
所
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
4
時
。
フ
ァ
ク
ス
は
常
時
受

け
付
け
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ　

市
商
工
会
三
郷
支
所

（
77
・
３
１
７
０　

77
・
６
６
６

０
）
ま
た
は
市
役
所
商
工
労
政
課

就
活
生
と
情
報
を
共
有
し
て
就
職
活

動
の
実
態
を
理
解
し
、
保
護
者
と
し
て

の
役
割
・
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
ま
し

ょ
う
。
親
子
一
緒
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
15
日
（
水
）
午
後
2
時

～
4
時

●
場
所　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
セ
ミ
ナ

ー
ル
ー
ム
（
松
本
市
深
志
一
丁
目
4

番
25
号　

松
本
フ
コ
ク
生
命
駅
前
ビ

ル
2
階
）

●
講
師　

百
瀬
彰
彦
さ
ん
（
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
信
州　

地
域
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

●
対
象　

学
生
（
大
学
生
、短
大
生
等
、

既
卒
3
年
以
内
の
人
を
含
む
）、
保

護
者

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

学
生
、
保
護
者
合
わ
せ
て
20

人
程
度

●
申
し
込
み　

2
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
（

39
・
２
２
５
０
）
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
uhttp://w

w
w

.
jobcafe-shinshu.pref.nagano.
lg.jp/

）
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

会
場
に
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。
近
隣
の
有
料
駐
車
場
か
公

共
交
通
機
関
等
を
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
若
手
職
員
と
の
交
流
を
通

し
て
、
市
役
所
の
仕
事
内
容
や
、
魅
力

な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
10
日
（
金
）
①
午
前
9

時
30
分
～
正
午
②
午
後
1
時
30
分
～

4
時
※
①
・
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

●
場
所　

市
役
所
4
階
大
会
議
室

●
対
象　

市
役
所
の
仕
事
に
興
味
が
あ

る
人
、
採
用
試
験
の
受
験
を
検
討
し

て
い
る
人

●
申
し
込
み　

１
月
20
日
（
金
）
か
ら

3
月
3
日
（
金
）
の
間
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の

職
場
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無
は
採

用
試
験
の
結
果
に
影
響
し
ま
せ
ん
。

創
業
を
検
討
・
希
望
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、創
業
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
、

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

後
、
具
体
的
に
創
業
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
市
と
市
商
工
会
が
支
援
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
28
日
（
火
）・
3
月
7

日
（
火
）（
全
2
回
）
午
後
1
時
～

4
時

●
場
所　

市
商
工
会
本
所

●
内
容　

▽
第
１
回　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
作
成
と
人
材
育
成

▽
第
2
回　

資
金
計
画
書
作
成
と
販

路
拡
大
そ
の
他
に
つ
い
て

●
講
師　

小
林
藤
子
さ
ん
（
中
小
企
業

診
断
士
）

●
対
象　

▽
創
業
を
検
討
し
て
い
る
が

何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
人
▽
創
業
に
向
け
て
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
人
▽
新
た
な
分

野
を
模
索
し
て
い
る
人

●
受
講
料　

１
０
０
０
円

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

2
月
１
日
（
水
）
か
ら

要
件
に
該
当
し
な
い
も
の
の
、
災

害
時
の
安
全
な
避
難
に
支
援
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
人
で
、
か
つ
避
難
支

援
関
係
機
関
へ
の
名
簿
提
供
に
同
意

さ
れ
る
人
の
申
し
出
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

個
人
情
報
は
適
切
に
管
理

さ
れ
、
災
害
対
応
以
外
に
名
簿
情
報

は
利
用
し
ま
せ
ん
。

安
曇
野
の
爽
や
か
な
朝
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
成
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
。
市
の
封

筒
や
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
主
に
市
の

業
務
に
使
用
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
度
、

市
民
や
事
業
者
、
団
体
等
の
皆
さ
ん
に

も
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
市
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
商
品

等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
す
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
利
用
い
た
だ
き
、
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
利
用
方
法　

事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
観
光
交

流
促
進
課
（
3
階
1
番
窓
口
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
備
類
の
点
検
を
行
う
た
め
、
次
の

日
時
に
は
一
般
開
放
を
行
い
ま
せ
ん
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

①
2
月
25
日
（
土
）
終
日

②
3
月
20
日
（
月
）
終
日

大
浴
場
改
修
工
事
に
よ
り
、
休
館
し

ま
す
。
な
お
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ

り
期
間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
休
館
期
間　

2
月
15
日
（
水
）
～
4

月
28
日
（
金
）

災
害
時
に
自
ら
安
全
に
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
で
、
本
人
の
同
意
が
あ

る
場
合
、
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
関
係

機
関
（
区
、
民
生
児
童
委
員
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
松
本
広
域
消
防
局
、
長

野
県
警
察
）
に
名
簿
を
提
供
し
ま
す
。

●
名
簿
登
録
要
件　

①
単
身
で
生
活
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
人
②
75
歳
以
上

の
人
の
み
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
の

人
③
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
を

所
持
し
て
い
る
人
④
療
育
手
帳
Ａ
１

を
所
持
し
て
い
る
人
⑤
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い

る
人
⑥
要
介
護
度
3
～
5
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

●
申
し
込
み　

要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
昨
年
未
提
出
の
人
と
、
新
規
に

該
当
に
な
っ
た
人
に
は
、
2
月
上
旬

に
同
意
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

名
簿
提
供
に
同
意
す
る
人
は
、
2
月

20
日（
月
）ま
で
に
、長
寿
社
会
課（
１

階
�
番
窓
口
）
ま
た
は
、
各
支
所
地

域
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
の

　
   

掲
示
板

第10回
集
め
た
落
ち
葉
で
焼
き
い
も
会

昨
年
11
月
末
、
豊
科
南
部
総
合
公
園

で
公
園
の
維
持
管
理
を
楽
し
く
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
落
ち
葉
拾

い
＆
焼
い
も
会
」
を
初
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
約
60
人
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
参
加
者
全
員
で
園
内
の
落

ち
葉
を
集
め
、
集
め
た
落
ち
葉
で
さ
つ

ま
い
も
を
焼
く
間
に
、
葉
を
見
て
樹
木

の
名
前
を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
行
い
、
植

物
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

落
ち
葉
で
焼
い
た
焼
い
も
は
、
美
味

し
く
焼
け
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
少
し
焼

き
足
り
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、

口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
場
が
ほ
っ
こ
り
と
和
み
ま
し
た
。

と
て
も
好
評
だ
っ
た
焼
き
い
も
会
。

次
回
は
い
も
の
数
を
増
や
し
て
の
開
催

を
検
討
し

て
い
ま
す
。

ご
期
待
く

だ
さ
い
！

焼いも会の様子

事

仕創
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー（
地
方
創

生
推
進
交
付
金
対
象
事
業
）

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

就
活
支
援
の
た
め
の
親
子
セ
ミ
ナ
ー

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

市
役
所
職
場
説
明
会

問
職
員
課
職
員
担
当

（

71
・
２
４
０
５ 

71
・
５
１
５
５
）

せ

ら

知

お災
害
時
の
避
難
に
不
安
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

「
朝
が
好
き
に
な
る
街
」ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
利
用
く
だ
さ
い

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

設
備
点
検
に
よ
る

市
役
所
一
般
開
放
の
休
止

問
財
産
管
理
課
庁
舎
管
理
係

（

71
・
３
５
２
６ 

72
・
１
３
４
０
）

フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
の
休
館

問
農
政
課
農
業
政
策
係

（

71
・
２
４
２
７ 

71
・
２
５
０
７
）
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②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

長

野
市
、
安
曇
野
市
等
の
受
け
入
れ
農

家
や
行
政
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
参
加
費　

無
料

さ
ま
ざ
ま
な
食
育
団
体
が
行
っ
て
い

る
食
育
活
動
の
発
表
と
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
地
域
農
産
物
加
工
品
等
の
販
売

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
21
日
（
火
）
午
後
１
時

～
4
時

●
場
所　

松
本
大
学
5
号
館

●
内
容　

①
食
育
実
施
事
例
等
の
発
表
6
団
体

②
講
演
会　

▽
演
題
「「
食
べ
物
情
報
」

ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
～
「
健
康
食
品
」
で

健
康
が
買
え
ま
す
か
？
～
」
▽
講
師

群
馬
大
学
名
誉
教
授　

高
橋
久
仁
子

さ
ん

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み　

2
月
15
日
（
水
）
ま
で

に
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く

り
支
援
課
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
40
・

１
９
３
８　

47
・
９
２
９
３
）

●
そ
の
他　

駐
車
場
は
学
生
用
駐
車
場

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

商
売
繁
盛
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
伝
統

行
事｢

あ
め
市｣

に
併
せ
て
、
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
関
係
者
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
探
検
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
あ
め
市
で
は

ふ
る
ま
い
餅
や
福
あ
め
投
げ
、
福
ダ
ル

マ
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

2
月
5
日
（
日
）

●
場
所　

穂
高
神
社
北
神
苑
周
辺

●
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
、
観
光
交
流
促
進
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
主
催　

穂
高
地
区
活
性
化
総
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

平
成
27
年
度
か
ら
の
2
年
間
で
、
１

７
０
０
人
の
中
学
生
と
安
曇
野
の
農
家

が
農
家
民
宿
を
体
験
し
ま
し
た
。
講
演

会
や
受
け
入
れ
農
家
等
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
農
家

民
宿
の
実
態
や
今
後
の
展
望
を
語
り
合

い
ま
す
。
県
下
各
地
で
の
取
り
組
み
や

最
新
情
報
も
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

～
4
時

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
ホ
ー
ル

●
内
容　

①
講
演
会　

▽
演
題 

「
感
動

は
本
物
体
験
か
ら
」
▽
講
師 

南
信

州
観
光
公
社
社
長　

高
橋
充
さ
ん

し

催
「
農
家
民
宿
に
た
く
す
夢
を
安
曇

野
で
語
ろ
う
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

食
を
育
は
ぐ
くむ
つ
ど
い

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
４ 

81
・
０
７
０
３
）

穂
高
あ
め
市
・
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

●市県民税	 （4期）
●国民健康保険税	 （7期）
●後期高齢者医療保険料	 （10期）
●介護保険料	 （10期）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は1月31日（火）＝

1月の納期
12 月分の空間放射線量

本庁舎で測定された値は健康に影響のないも
のでした。詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

12/5（月） 12/12（月）12/19（月）12/26（月）

本庁舎（豊科） 0.07 0.09 0.08 0.08

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

第 7回安曇野市高校
演劇合同発表会

市内の 4 つの高校（豊科高校・
明科高校・穂高商業高校・南安
曇農業高校）と友情出演の大町
岳陽高校の演劇部が劇を発表し
合います。

日：２月 12 日（日）午
前９時 30 分～午後５
時 30 分

場：豊科公民館大ホール

費：無料 問：安曇野市高校演劇合同発表
会実行委員会事務局

　南安曇農業高校　田多井さん
　472・2139　671・1150

国際交流のつどい「いろ
んな国を知ろう」

海外研修に参加した中学生や海
外での滞在経験をした皆さん
が、研修で体験したこと、感じ
たこと、日本との違い等を発表
します。

日：２月 19 日（日）午
後１時 30 分～４時

場：三郷公民館講義室

対：一般
費：無料

問：安曇野市国際交流協会
交際交流のつどい「いろんな
国を知ろう」担当：三澤さん
477・3962

表 彰 平成 28 年度税に関する作文・ポスター表彰
問税務課諸税係　471・2484　672・2065

国税庁、全国納税貯蓄組合連合会、
市租税教育推進協議会などでは、次
代を担う中高生の皆さんに税の役割
や使われ方について正しい知識と理
解を深めてもらうため、税に関する
作文とポスターを募集しました。

作文は 1,031 作品、ポスターは 247
作品の応募があり、その中から作文
は 35 作品、ポスターは 9 作品が入賞
し、市租税教育推進協議会では 12 月
1 日に表彰式を行いました。

受賞者は次の皆さんです。（敬称略）

〇松本税務署長賞［作文］　高
たかやま

山 夏
な つ き

来（豊科高）、鈴
す ず き

木 日
ひ か り

花里（穂高西中）

〇長野県租税教育推進協議会長賞［作文］　北
きたばやし

林 青
そ ら

空（穂高商業高）

〇長野県税務連絡協議会長賞［作文］　瀧
たきざわ

澤 優
ゆ う か

花（豊科高）

〇松本地区納税貯蓄組合連合会会長賞［作文］　白
しらさわ

澤 媛
ひ め か

加（豊科南中）、山
やまぐち

口 彩
さ つ き

月（豊科北中）　都
つ づ く

筑 ほのか

（穂高東中）、平
ひらばやし

林 伶
れ い な

菜（穂高西中）、小
こばやし

林 美
み づ き

月（三郷中）、菅
か ん の

野 啓
け い た

太（堀金中）、平
ひらばやし

林 舜
しゅんや

矢（明科中）

〇安曇野市長賞［作文］　佐
さ の

野 愛
あ い り

梨、藤
ふじさわ

澤 亜
あ み

美（以上、豊科高）、古
ふるさわ

澤 明
あ す は

日葉（豊科北中）、堀
ほりうち

内 咲
さ き

希（堀金中）

［ポスター］三
み は ら

原 愛
あ ゆ

由、上
かみじょう

條 由
ゆ う り

羽里（以上、豊科南中）

〇安曇野市教育委員会賞［作文］　安
あんどう

藤 輝
ひかる

、瀧
たきざわ

澤 空
そら

、堀
ほりうち

内 咲
さ な

奈（以上、穂高商業高）、臼
う す き

木 悠
ゆ う や

也（豊科高）、

二
ふ た き

木 貴
たかゆき

之（南安曇農業高）、成
な る せ

瀬 寧
ね お

音、櫻
さくらい

井 孝
たかあき

朗（以上、豊科南中）、浅
あさかわ

川 蓮
れん

、清
し み ず

水 綾
あ や の

乃（以上、

穂高東中）、北
きたざわ

澤 優
ゆ り あ

里愛、福
ふくもと

本 わかば（以上、穂高西中）、中
なかむら

村 恒
こうすけ

介、中
なかむら

村 勇
ゆ う た

太、布
ふ や ま

山 泰
た い き

輝、船
ふなつき

着 ゆのか、

元
も と き

木 実
み ゆ

優（以上、三郷中）、青
あおやぎ

栁 汐
し づ ね

都音、丸
まるやま

山 柚
ゆ ず き

樹、葭
よしもと

本 直
なおゆき

幸（以上、堀金中）、渡
わたなべ

辺 綾
あ や ね

音（明科中）

［ポスター］石
いしかわ

川 愛
あ い り

理、宮
みやざわ

澤 陽
あきら

、野
の も と

本 凛
りん

、萩
はぎわら

原 明
ほ の か

香（以上、豊科南中）、大
お お わ だ

和田 真
ま ゆ

優、小
こばやし

林 思
し お ん

音（以上、

豊科北中）、神
か み や

谷 咲
さ ち

智（三郷中）

受賞した皆さん（12 月 1 日　市役所）
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氏名 電話 担当地区
岡部みや子 上鳥羽（南・立石）
藤岡　　泰 上鳥羽（西・北・アグリタウン）
大原三枝子 下鳥羽（上手・寺村・太子村）
丸山　薫代 下鳥羽（中村第１・第２・新切）
新名　一英 下鳥羽（タウン安曇野）
百瀬美樹子 本村（柳原）
小林壽美子 本村（新道）
坂内りつ子 本村（本郷）
松本　健治 吉野（南部）
丸山　幾子 吉野（西部）
佐々木君江 吉野（東部）
下澤　計重 吉野（北部）
山口　高史 成相（５町内）
宮島　昭裕 成相（２町内）
石田美由紀 成相（３町内）
山本　幹雄 成相（４町内）
北原　正幸 成相（６町内）
湯澤　力三 成相（７町内）
竹内さち子 成相（８町内）
水野　繁人 新田（１町内）
輪胡　悦子 新田（２町内）
臼井　久子 新田（３町内）
武田　道子 新田（４町内）
須永　信行 新田（５町内）
竹内　義実 新田（４・６町内）
巣山　照人 新田（７町内）
丸山　幸子 新田（８町内）
細萱　直義 寺所（堰下）
赤羽　敦子 寺所（堰上）
小穴　幸恵 踏入
山口ひろみ 細萱（町）
細萱　深美 細萱（殿村）
隼田　親繁 細萱（新屋）

氏名 電話 担当地区
有賀　俊守 柏矢町（南部）・矢原（南西部）
赤澤　百代 矢原（中村・北村・三枚橋）
古畑袈裟勝 矢原（南部・西部）
山田　卓旺 白金（下常会）
深澤　一廣 穂高団地（市営・県営）
上谷文美子 白金（上常会）
德竹しげ子 等々力（本郷）
塚田　宏有 等々力（神田町）
矢野口富代 等々力町（南部・中部・北部）
川崎　昭生 等々力町（常盤町）
須坂　節子 等々力町（元町・旭町）
丸山　美枝 等々力町（貝梅・美岳町）
田村せつ子 穂高町（JR 線路下）
高倉　亮二 穂高町（玉葱道路下）
長﨑　良孝 穂高町（玉葱道路上）
西川　則子 穂高（大門・宮脇）
北條　惠子 穂高（中村・南村道下）
尾臺　鞆一 穂高（上手村・南村道上）
中倉　敏英 穂高（西原）
山田　守二 穂高（田中・上原南部）
宮澤　正員 穂高（上原北部）
髙橋　正光 狐島（西）
髙橋佐保子 狐島（東）
清澤　章子 青木花見（新道西・原木戸）
松尾　一子 青木花見（新道東・本村）
小林　繁安 青木花見（県営住宅）
中村　明夫 島新田（中木戸・下木戸）
久保田栄次 島新田（上木戸・市営住宅）
山本　古壽 橋爪
林　　憲彦 耳塚
曽根原紀子 富田（第 1 ～第 4）
會田　祐子 富田（第 5・第 6）
野本　貞子 豊里（豊里山麓地域）
髙部　和子 小岩岳（豊里山麓地域・山麓線西）
丸山　　茂 小岩岳（山麓線東・嵩下第6・7）
小林幸岐人 嵩下（第 1 ～第 5）
齋藤　利江 新屋（東部）

氏名 電話 担当地区
布山　昌德 北小倉　
古屋智惠子 北小倉
中田冨美子 南小倉
三澤富由子 東小倉
輪湖　利治 東小倉
両角　生一 東小倉
小幡　恒男 室町
水谷さち子 野沢
鶴見今朝子 野沢
小幡　道雄 野沢
甕　ゆみ子 上長尾
加藤　和雄 上長尾
坂本　志朗 上長尾
池田　由人 下長尾
鳥原　正江 下長尾
中嶋　愛子 下長尾
関　　史門 楡
山田万里子 楡
小林弘太郎 住吉
加藤　忠男 七日市場
布山　章子 七日市場
内川　勅子 七日市場
大向惠里子 一日市場
小島　園子 一日市場
山木　勝敏 一日市場
齋藤　金瓶 一日市場
髙橋加代子 一日市場
丸山みどり 一日市場
上條　　肇 二木
二木　加美 二木
小松　善嗣 及木
木村登志男 中萱
丸山　　浩 中萱
野本　佳代 中萱
野本　悦子 中萱
臼井よし子 中萱
戸塚　國彦 主任児童委員
髙野　　博 主任児童委員

氏名 電話 担当地区
長﨑　幸子 光区（中条）
津澤　壯俊 光区（天神原）
長幅　洋子 光区（北村）
新井　正子 光区（北村）
遠藤　　晉 宮中区（宮本）
田中　好雄 宮中区（中耕地）
倉科　壽子 町区（町 1・2）
和田　和美 町区（町 3）
鶴田　富男 明科区（上手上郷）
青木　浩子 明科区（上町・県町）
関　　京子 明科区（本町・仲町・千才町）
金箱　千秋 明科区（栄町・東栄町）
大堀　柳市 大足区（矢の沢・清水・吐中・平・柳瀬）
鳥羽　文彦 潮区（第 1・2・3）
青木　昌子 潮区（第 4・5）
滝沢　幸子 潮沢区（山中・天田・小芹・梨子・萩の久保）
山﨑　忠子 潮沢区（小日向・竹の花・松庄）
倉科　一登 潮沢区（柏尾・名九鬼・池桜・矢越）
沖　　　旻 木戸区（上生野区）
宮下　　實 上押野区
丸山　良子 上押野区
丸山　和弘 下押野区
髙田しずか 下押野区
真嶋　昭夫 塩川原区（塩川原）
松嶋　隆德 塩川原区（原・みどりヶ丘）
山﨑　美子 荻原区
赤羽智恵子 荻原区
遠藤　融利 南陸郷区（中村・金井沢）
幅　　修一 南陸郷区（小泉 1 班～ 4 班）
丸山　篤子 主任児童委員
落合　貞子 主任児童委員

清野　陽子 重柳（南）
臼井　紀幸 重柳（北）
二木　静子 真々部（梓橋西・東の一部）
手塚　佳明 真々部（殿村・田中・中村（真々部団地）
中槇　卓幸 真々部（町通り北・南）
中西富美枝 真々部（中村・梓橋東の一部）
増田　早苗 たつみ原（北）
髙山久美子 たつみ原（中）
中嶋　清隆 たつみ原（南）
竹内　範子 飯田（南）
飯田　榮治 飯田（北）
水谷　元彦 下飯田
宮澤　睦子 中曽根
曽根原　實 熊倉（北）
山田　啓子 熊倉（南）
山下　智明 アルプス（２・８町内）
佐藤　　惠 アルプス（１・７町内）
丸山　道弘 アルプス（５・６町内）
内田しのぶ アルプス（４・９・10 町内）
髙橋　典子 徳治郎
中村けえ子 田沢
宮下　建治 小瀬幅
市川　千尋 大口沢
丸山くみ子 光
長瀧　文一 桜坂
山本　紘子 主任児童委員
川口　邦博 主任児童委員
赤堀　健一 主任児童委員

伊藤　義修 新屋（西部）
滝沢　知子 新屋（北部）
澤山　幸子 宮城・松尾・別荘地帯
有賀喜美子 古厩（新堰上・北矢村）
有賀　紀江 古厩（新堰下） 
黒岩美知子 立足（南部）
古川　元亮 立足（北部）
小林　直美 牧（道上・道下・離山）
寺島　清子 牧（草深東部・荒新堂・南田）
髙山　仙郎 牧（草深西部・山崎）
髙橋　典彥 塚原（巾上・中部）
鈴木ゆき江 塚原（巾下・巾下東）
相田　健一 久保田（西部）
中山みあき 久保田（東部）
仁科千代子 柏矢町（北部）
宮下　靖子 柏原（東部第一・第二・中木戸）
熊井　深男 柏原（神田・神原北部）
平川　一喜 柏原（倉平・中村・原畦）
諏訪　　正 柏原（新屋・千国北部）
笠原　健市 柏原（千国北部）
金子比呂志 柏原（中下・千国南部）
藤原美和子 柏原（長野・県住北・倉庭）
増田　訓子 柏原（神原南部・市住・県住南）
望月　文規 主任児童委員
金子　増生 主任児童委員
荒深たつ子 主任児童委員

氏名 電話 担当地区
丸山みどり 岩原
浅川　仁治 岩原
丸山　貞夫 倉田
片桐かよ子 倉田
松澤　　務 上堀
伊藤　雅江 上堀
米倉亜矢子 上堀
和田　悦昭 中堀
長瀬　祐子 中堀
青栁　和義 下堀
須澤　幸子 下堀
堀井　公子 下堀
安田　好美 扇町
平倉　久江 扇町
丸山　重隆 小田多井
丸山小百合 小田多井
金子　良子 田尻
美濃輪喜和子 田尻
鹿川　正英 田多井
青栁のり子 田多井
片桐　厚子 主任児童委員
大林　陽子 主任児童委員

豊　科　地　域

穂　高　地　域
三　郷　地　域 明　科　地　域

堀　金　地　域

～民生委員・児童委員・主任児童委員を紹介します～

ご存じですか ?

民生委員・児童委員のこと

皆さんのお住まいの地域には、生活上で困ったことや

福祉に関する相談役として民生委員・児童委員や児童の

相談を専門とする主任児童委員がいます。民生委員・児

童委員・主任児童委員には守秘義務があり、相談内容な

どの秘密は守られます。

●民生委員・児童委員　一人暮らしの高齢者をはじめ、

障がいをお持ちの人、生活に悩みのある人など、支援

を必要とする人の相談に応じ、市や関係機関との橋渡

し役として幅広い活動を行っています。

●主任児童委員　小・中学校や児童福祉関係機関などと

連携しながら、児童福祉活動を行っています。

●相談方法　お住まいの区域の担当委員に気軽に相談く

ださい。不明な点は問い合わせください。

●問い合わせ　

　長寿社会課福祉政策担当（471・2253　671・2328）

※電話の掛け間違いがないよう注意してください。
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健康

食事
＋プラス

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
で

脂
肪
酸
が
働
き
や
す
い
環
境
を

脂
肪
酸
に
は
、
良
い
仕
事
が
で
き
る

比
率
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す

る
こ
と
で
、
脂
肪
酸
の
働
き
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
表
１
を

参
考
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

あ
ぶ
ら
を
使
っ
た
菓
子
な
ど
の
嗜し
こ
う好

体
に
よ
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

「
あ
ぶ
ら
」
で
す
が
、
細
胞
の
形
成
や
、

便
通
を
よ
く
す
る
な
ど
体
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

あ
ぶ
ら
の
働
き
や
正
し
い
摂
り
方
を

理
解
し
、
効
果
的
に
あ
ぶ
ら
を
摂
取
し

ま
し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
担
当

81
・
０
７
２
６　

81
・
０
７
０
３

「
あ
ぶ
ら
」
の
働
き
を
知
ろ
う
！

「
あ
ぶ
ら
」
っ
て
何
？

あ
ぶ
ら
に
は
、
大
き
く
分
け
て
中
性

脂
肪
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。今
回
は
中
性
脂
肪
に
着
目
し
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
は
、
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
、
必
要
な
時
に
使
え
る
よ
う
に
脂

肪
組
織
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
内
臓
脂
肪

も
そ
の
一
つ
で
す
。

動
物
性
の
食
品
は
わ
ず
か
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
含
み
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

は
中
性
脂
肪
で
す
。
中
性
脂
肪
は
、
グ

リ
セ
リ
ン
と
3
つ
の
「
脂
肪
酸
」
が
集

ま
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

私
た
ち
の
細
胞
を
守
る
脂
肪
酸

私
た
ち
の
体
は
約
60
兆
個
の
細
胞
で

形
成
さ
れ
、
細
胞
が
力
を
合
わ
せ
て
働

く
こ
と
で
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。細
胞
の
一
つ
一
つ
は
、「
細
胞
膜
」

と
い
う
膜
で
つ
つ
ま
れ
て
い
て
、
有
害

な
物
質
を
細
胞
の
中
に
入
れ
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
栄
養
素
な
ど
の
必
要
な
物

質
を
取
り
込
ん
だ
り
し
ま
す
。

こ
の
細
胞
膜
の
材
料
に
な
る
の
が
脂

肪
酸
で
す
。脂
肪
酸
に
は
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
り
ま
す
（
表

１
）。
飽
和
脂
肪
酸
は
細
胞
膜
を
硬
く

し
、
不
飽
和
脂
肪
酸
は
細
胞
膜
を
柔
ら

か
く
す
る
こ
と
で
、
適
当
な
柔
ら
か
さ

を
備
え
た
細
胞
膜
に
な
り
ま
す
。

ｎ
‐
3
系
を
豊
富
に
含
む
「
あ
ま
に

油
」
も
中
性
脂
肪
で
す
。
中
性
脂
肪
は

余
分
に
摂
取
す
る
と
、血
液
中
に
溢
れ
、

血
管
の
内
膜
を
傷
つ
け
、
動
脈
硬
化
の

進
行
に
つ
な
が
り
ま
す
。
多
価
不
飽
和

脂
肪
酸
は
、
酸
化
さ
れ
る
と
有
害
な
も

の
に
な
る
た
め
、
野
菜
等
と
一
緒
に
摂

取
し
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
十
分

に
摂
り
、
酸
化
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要
で

す
。
ま
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
液

中
に
溢
れ
る
と
、
プ
ラ
ー
ク
（
血
管
の

こ
ぶ
）を
形
成
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

１
日
に
必
要
な
あ
ぶ
ら
の
量
は
、
大

さ
じ
１
～
2
杯
程
度
（
約
10
～
20
㌘
）

で
す
が
、
性
別
、
年
齢
、
体
重
、
活
動

量
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容

を
知
り
た
い
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

品
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
飽
和
脂
肪
酸

や
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
ｎ
‐
6
系
な
ど

を
多
量
に
摂
取
す
る
と
、
多
価
不
飽
和

脂
肪
酸
ｎ
‐
3
系
が
不
足
し
ま
す
。
最

近
で
は
、ｎ
‐
3
系
を
豊
富
に
含
む「
あ

ま
に
油
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
体
に
合
っ
た
食
生
活
を

大
切
な
の
は
、
自
分
の
体
に
合
っ
た

油
の
量
、
食
品
の
量
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
す
る
こ
と
で
す
。

正
し
い「
あ
ぶ
ら
」の
摂
り
方

図１　中性脂肪の構造

表１　脂肪酸の種類と働き

News！
市栄養士が料理コンテストで最優秀賞

堀金学校給食セン
ター　
アレルギー栄養士
藤原　由美さん

全国の栄養教諭・学校栄養職
員を対象に行われた第 13 回オ
ージービーフ料理コンテスト

（MLA 豪州食肉家畜生産者事
業団主催）において、市堀金学
校給食センターの藤原由美さん

が、市で初めて最優秀賞を獲得
しました。牛肉と相性が良く、
栄養価の高い干しぶどうを使用
し、成長期に必要な栄養素を豊
富に摂取できることなどが評価
され、受賞となりました。

1 月 17 日には、早速学校給
食で子どもたちに提供されまし
た。

今回は、家庭でも簡単に作れ
る受賞レシピを紹介します。

最 優 秀 レ シ ピ

調理ポイント！

干しぶどうで肉の
旨味を引き出す

肉と相性が良く、栄養価の

高い干しぶどうでおいしさア

ップ。ミネラルやビタミンも

豊富です。

栄養価
エネルギー………………… 182㎉
たんぱく質………………… 12.8㌘
脂質………………………… 6.5㌘
マグネシウム………………… 34㎎
鉄………………………… 1.8㍉㌘
亜鉛……………………… 2.2㍉㌘
ビタミン A………………… 13µgRE
ビタミン B1……………… 0.1㍉㌘
ビタミン B2……………… 0.12㍉㌘
ビタミン C………………… 17㍉㌘
食塩相当量………………… 0.9㌘

材料（４人分・市販の肉を使用）
牛もも肉・角切り…180㌘　生姜…3.6㌘
濃い口醤油…6㌘　かたくり粉…16㌘　
じゃがいも…60㌘　大豆（ゆで）…40㌘
干しぶどう…16㌘　玉ねぎ…80㌘　
ピーマン…40㌘　揚げ油…３㌘
炒め油…２㌘
　　　ケチャップ…64㌘　砂糖…1.2㌘
　　　醤油…3.6㌘　赤ワイン…6㌘　
　　　水…12㌘

作り方
①	じゃがいもは１㌢にスライスして

水にさらし、素揚げする。
②	生姜、醤油で下味をつけた牛もも

肉にかたくり粉をまぶして揚げ
る。

③	玉ねぎは１㌢、ピーマンは５㍉程
にスライスし、ゆで大豆、干しぶ
どうと一緒に炒める。（ピーマン
は最後に入れる。）

④	③に A の合わせ調味料を入れ加
熱し、最後に①と②を入れ、さっ
と和える。

家庭でも簡単！

フルーティーな
コロコロビーフ

　�
Ａ�
　�



3031 広報あづみの　2017.1.25 2017.1.25　広報あづみの

2月（February）の予定
2 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

９日（木）	（予約日：2日（木））・23日（木）（予約日16日（木））
場市役所 2 階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX 72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

2月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

９日（木） 場市役所 4 階　会議室 401　※生活相談も含む

９日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

2月の児童館の予定
･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日

※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
17日（金） 場市役所3階　相談室311　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

5日（日） 11日（土）建国記念日 12日（日） 19日（日）　 26日（日）
堀 内 医 院

82-3324［穂高］
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
追 分 ク リ ニ ッ ク

82-2129［穂高］
伊 藤 医 院

62-2051［明科］
村 山 医 院

82-2101［穂高］
須 澤 ク リ ニ ッ ク

82-2993［穂高］
せき泌尿器科クリニック

82-0666［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
髙 橋 医 院

82-2561［穂高］
楢 本 内 科 医 院

73-0616［豊科］
こ う の 内 科 循 環 器 科

71-5881［豊科］
白 木 医 院

77-2134［三郷］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
鶴 見 医 院

72-4500［豊科］
和 田 医 院

72-2047［堀金］
堀 金 歯 科 医 院

72-6975［堀金］
山 本 歯 科 医 院

72-5748［豊科］
松 本 歯 科 医 院

82-8205［穂高］
赤 羽 歯 科 医 院

77-2114［三郷］
飯 田 歯 科 医 院

73-7618［豊科］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

16日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

６日（月）・★ 20日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
７日（火）・★ 21日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
８日（水）・★ 22日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
９日（木）・★ 23日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
10日（金）・★ 24日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

2・16日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
7・21日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
8・22日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
9・23日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）

14・28日（火）	場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

2日（木）・6・13・20・27（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

9・16・23日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

3日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

1・8・15・22日（水）　
場豊科公民館 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 1・15 日は家族会

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	 チャレンジタイム バレンタインクッキー作り
	 	 4日（土）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円   対象：小学生　定員 20人　持ち物：エプロン・三角巾

	読み聞かせ	 6・13日（月）	 11：00 ～ 11：20
	育児相談	 17日（金）	 10：30 ～ 12：00

	 子育て勉強会 歯と食について	 24日（金）	 10：30 ～ 11：30
要申し込み　託児あり

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

キッズパーク 節分	 1日（水）・2日（木）	 10：30 ～ 11：30
	登録家庭以外要予約  定員各５組　対象：1日（水）は１歳児、２日（木）は０歳児	

	みんなあつまれ！ バレンタイン大作戦～クッキー＆マスコット作り
		  3日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円  定員 15組　持ち物：水筒（お茶）

	 チャレンジタイム バレンタイン大作戦～クッキー＆マスコット作り
		  4日（土）	 14：00 ～ 15：30
	 要予約 100円  対象：小学生　定員 10人　持ち物：水筒（お茶）

	 読み聞かせ	 16日（木）	 11：00 ～
	 育児相談 	 17日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 児童館笑顔ごはん・チャレンジタイム やきそばパーティー
	 要予約 100円  	 25日（土）	 10：30 ～ 12：00
対象：小学生　定員：15人　持ち物：水筒（お茶）　要申し込み　託児あり

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 3・10・17日（金）	 11：00 ～ 11：20
	わらべうた 	 6・13・20・27日（月）	 11：10 ～

	 地域の方の知恵袋 入園前の袋作り
		  7日（火）・8日（水）・9日（木）	 10：30 ～ 12：00

要予約   対象：入園前の穂高地域にお住まいの保護者

	みんなあつまれ！	 10日（金）	 10：30 ～ 11：30	 2 月生まれハッピーバースディ♡

	育児相談・身体測定	 17日（金）	 10：30 ～ 12：00

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ	 3日（金）	 11：00 ～ 11：20
	 チャレンジタイム 手打ちうどん作り	 4日（土）	 10：30 ～ 12：00

要予約 100円   対象：小学生　定員 20人　持ち物：エプロン・三角巾・
飲み物

	育児相談	 13日（月）	 10：00 ～ 12：00

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

	育児相談・身体測定	 3日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 12：00

	みんなあつまれ！ やしょうま作り	 8日（水）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 100円   定員 20組　持ち物：飲み物

	読み聞かせ	 27日（月）	 11：00 ～ 11：20
	キッズパーク おやつ作り

		  14日（火）・15日（水）・16日（木）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 100円   対象：14日（火）は 2歳以上、15 日（水）は 1歳児、16
日（木）は 0歳児　定員：各 5組

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	キッズパーク 巻き寿司
		  7日（火）・8日（水）・9日（木）	 10：30 ～ 11：30

要予約 100円   対象：7日（火）は 2歳以上、8日（水）は 1歳児、9日（木）
は 0歳児　定員：各 5組

	育児相談・身体測定	 13日（月）	 10：00 ～ 12：00
	 チャレンジタイム カレー会	 18日（土）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 100円   対象：小学生　定員：20組

	読み聞かせ	 20日（月）	 11：00 ～ 11：20
	キッズパーク ありがとう会	 28日（火）	 10：30 ～ 11：30

	 要予約 100円   対象：2歳以上　定員：5組

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	読み聞かせ	 15日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談・身体測定	 17日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 ★身体測定は 10：00 ～ 11：30

	みんなあつまれ！ 子どものヘアカット教室
		  21日（火）	 10：30 ～ 12：00

要予約   定員 10組　対象：座って髪を切れるお子さん　持ち物：はさみ・
コーム・ケープ・髪留め・霧吹き

	 子育て勉強会 あなたがあなたであるために☆～今日から活かすコーチング～
	 要予約   持ち物：筆記用具	 23日（木）	 10：30 ～ 12：00

	お下がり会	 25日（土）	 10：30 ～ 11：15
	 出品者要申し込み。予約優先で入室。出品者は10：15までにお越しください。

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	 子育て勉強会 入園にあたって
	 要予約   定員：20組	

3日（金）	 10：30 ～ 11：30

	 クライミング教室 	 4日（土）	 10：00 ～ 11：45
	 要予約   定員：20組　対象：小学生以上　持ち物：運動のできる支度

	キッズビクス アロマでほっとたいむ	 8日（水）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 100円   定員：5組　持ち物：コーヒーカップ・お子さんのおやつ

	 読み聞かせ 対象：小学生	 9日（木）	 16：00 ～
	読み聞かせ	 13日（月）	 11：00 ～

	 育児相談	 13日（月）	 10：30 ～
	 チャレンジタイム バレンタインミッション
			  15日（水）	 16：00 ～
	 要予約   定員：10人　対象：小学生

	 ファミリーサポート登録会	 24日（金）	 10：30 ～	 登録無料　持ち物：印鑑

キッズパーク 節分	 1日（水）・2日（木）	 10：30 ～ 11：30
	登録家庭以外要予約 50円  定員各５組　対象：1日（水）は１歳児、２日（木）
は０歳児	

	 チャレンジタイム 節分	 3日（金）	 16：00 ～ 17：00	 対象：小学生

	育児相談 	 10日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 ファミリーサポート登録会	 10日（金）	 10：30 ～	 登録無料　持ち物：印鑑

	みんなあつまれ！ やしょうま	 15日（水）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 100円  　定員 20組　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

	 卓球教室 対象：小学生以上	 18日（土）	 14：00 ～ 15：00
	読み聞かせ	 20日（月）	 11：00 ～

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

24日（金）場明科公民館　※人権相談　
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口2月7日（火）・21日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日2月26日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2017.1.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,099 人（－ 64）男 47,550 人（－ 4）女　50,549 人（－ 60）
世帯　38,859 世帯（－ 8）

あづみ野農業塾 あかしな農業塾
食の安心・安全を目指し、実習を通して

米の無農薬有機栽培や、みそ、豆腐作りの
技術を習得します。
●対象　市内在住の人
●募集人数　70 人（先着順）
●期間　１年

▷座学　実施月のいずれかの土曜日
▷実習　随時 （土曜日または日曜日）

●場所　豊科熊倉地籍のほ場、豊科農産物加
工交流センター、市内の公民館

●内容　座学、実習（米作り・みそ作り）
●年会費　3,000 円
●申し込み　１月 25 日（水）から２月 24 日
（金）までに、農政課に電話で住所・氏名・
連絡先をお知らせください。（平日の午前８
時 30 分から午後５時まで）

●問い合わせ
農政課マーケティング担当

（471・2430　671・2507）
内容は塾長の遊橋さん（473・2058）へ問
い合わせください。

※当塾は、平成 29 年度で終了します。

講義と実習を通じ農業に対する理解を深
め優れた技術を有する人材の育成を行いま
す。
●対象　市内に在住または勤務する 20 歳以上

の人
●募集人数　30 人（先着順）
●期間　４月から１年間（開講式は３月中）
　▷実習毎週水曜日半日

※作付け・収穫などの農繁期は変更あり。
●場所　明科地域内の農場・明科支所
●内容　一般野菜の作付け・施肥・防除・収穫・

出荷作業・講習会、JA 主催の指導会および
講習会への参加、視察研修（現会員 36 人）

●年会費　１万円
●申し込み　２月９日（木）・10 日（金）に電

話で住所・氏名・連絡先をお知らせください。
（平日午前８時 30 分から午後５時まで）

●問い合わせ
農政課マーケティング担当

（471・2430　671・2507）

農
を
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月 内　　容
４月 農薬を使わない米作り（講義）

５月～10月 農薬を使わない米作り（実習）
12月 みそ・豆腐作り（講義）
１月 みそ･豆腐作り（実習）

３月 庭木・花木の手入れ、花木・樹木の
さしき・つぎ木

●日程


